
令和８年度（２０２６年度） 必履修科目シラバス 

富山県立富山中部高等学校 

 

国語    現代の国語 

    言語文化 

地理歴史  歴史総合 

      地理総合 

公民    公共 

数学    数学Ⅰ 

理数数学Ⅰ 

理科    物理基礎 

理数物理 

化学基礎 

理数化学 

生物基礎 

理数生物 

保健体育  体育 

保健 

芸術    音楽Ⅰ 

美術Ⅰ 

書道Ⅰ 

外国語   英語コミュニケーションⅠ 

総合英語Ⅰ 

家庭科   家庭基礎 

情報    情報Ⅰ 

探究    SS 探究Ⅰ 

      SS 探究Ⅱ 

      SS 基幹探究 

      SS 発展探究 

 



学
期

月

1 4 ささやかな日常【読】 ・文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解することができる。

・内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握している。

感情暴走社会の由来【書】 ・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現を工夫することができる。

5 コミュニケーション能力とは何か【読】 ・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使うことができる。

・文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈することができる。

水の東西【話・聞】 ・個別の情報と一般化された情報との関係について理解することができる。

・話し言葉の特徴を踏まえて話したり、資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が得られるように表現を工夫することができる。

6 命は誰のものなのか【書】 ・主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができる。

・目的や意図に応じて書かれているかを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言を踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりしている。

「わらしべ長者」の経済学【読】 ・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握している。

7

実用の文章２【書】 ・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができる。

　資料を分析して考えまとめる

2 9 ものとことば【読】 ・具体と抽象の関係を整理し、文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解釈する。

未来世代への脅威【話・聞】 ・論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを

広げたり深めたりしている。

10

科学と非科学【書】 ・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫している。

時間と自由の関係について【読】 ・二項対立を基にした論理の展開を的確に把握することができる。

11 事実なのか考えなのか【書】 ・目的に応じて書かれているかを確かめて文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて自分の文章の特長や課題を捉え直したりすることができる。

実用の文章４【話・聞】 ・目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。

　コミュニケーションの手段を考える

3 1 他者を理解するということ【書】 ・目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。

無痛化する社会のゆくえ【話・聞】 ・聞き手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫して伝えることができる。

2

絵を前に思いをめぐらす【書】 ・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現を工夫することができる。

白【読】 ・比喩表現や筆者独自の言い回しに注意しながら、主張を的確に把握することができる。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　定期考査、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　定期考査、レポート、ワークシート、ノート、プレゼンテーション等

主体的に学習に取り組む態度 　定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

教科書 改訂版　現代の国語（数研出版）
副教材
問題集

新訂版正しく読み・解くための力をつける現代文ステップ1.5(数研出版)、改訂版プレミアムカ
ラー国語便覧(数研出版）、新版意味から学ぶ頻出漢字3000(第一学習社)

到達目標

・実社会に必要な国語の知識や技能を身につける。【知識・技能】
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。【思考・判断・表現】
・言葉が持つ価値への認識を深め、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して他者や社会に関わ
る態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 2学　年 1 学　科
普通科

理数科学科
人文社会科学科



学
期

月

1 4 「児のそら寝」 ・説話の特徴を理解し、内容や展開を的確に捉える。

「絵仏師良秀」 ・文語の決まりを理解するとともに、語彙を豊かにする。

5 漢文 ・我が国の文化と外国の文化との関係について理解する。

入門一・入門二 ・返り点、助字、再読文字の種類と使い方を習得する。

「漁夫之利」 ・訓読の決まりを理解する。

「矛盾」 ・作品の歴史的・文化的背景をふまえて読み解き、内容や展開を的確に捉える。

「狐借虎威」

6 『徒然草』 ・作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容を解釈する。

『竹取物語』 ・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深める。

「初恋の」 ・小説の内容や展開を的確に捉える。

7

2 9 『伊勢物語』 ・歌物語の特徴と読み解き方を理解する。

『万葉集』 ・和歌の鑑賞のしかたを理解し、和歌の特色を捉える。

『古今和歌集』 ・和歌の表現技法とその効果について理解する。

『新古今和歌集』 ・着想、表現の時代による変化を理解する。

10 短歌・俳句 ・作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容を解釈する。

・短歌の表現技法とその効果について理解する。

「管鮑之交」 ・史伝の特徴を踏まえて、内容や展開を的確に捉える。

「先従隗始」 ・訓読のきまりを理解する。

「鶏口牛後」 ・古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解する。

11 『土佐日記』 ・日記文学の特徴を踏まえて、内容や展開を的確に捉える。

「城の崎にて」 ・作品の内容を踏まえて、「生と死」に対する自分の考えを文章にまとめる。

『平家物語』 ・軍記物語の特徴を踏まえて、内容や展開を的確に捉える。

12 ・作品に表れている無常観や武士の生き方を捉え、内容を解釈する。

3 1 漢詩 ・漢詩のきまりを理解する。

・表現や技法に留意して漢詩を鑑賞し、詩に込められた思いを読み取る。

おくの細道 ・俳諧紀行文における散文と詩の関係を理解し、作者の思想や心情を捉える。

・我が国の言語文化の特質や、外国の文化との関係について理解する。

「サーカス」「I was born」 ・表現の特徴を捉え、詩の内容を読み深める。

2 論語 ・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深める。

学　年 1 学　科
普通科

理数科学科
人文社会科学科

教科 国語 科目 言語文化 単位数 2

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　定期考査、レポート、ワークシート、ノート等

主体的に学習に取り組む態度 　定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

教科書 改訂版　言語文化（数研出版）
副教材
問題集

新明説総合古典文法・同ノート（尚文出版）、新明説漢文改訂版・同ノート（尚文出版）、理
解しやすい古文・同演習ノート(文英堂)、理解しやすい漢文・同演習ノート（文英堂）、改訂
版プレミアムカラー国語便覧(数研出版）

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標
・我が国の言語文化に対する理解を深める。【知識・技能】
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める。【思考・判断・表現】
・言語が持つ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　定期考査、小テスト等



学
期

月

1 4

5

6

7

8

2 9

10

11

12

3 1

2

3 第2編　国際秩序の変化や大衆化と私
たち

二つの世界大戦について、その違いや原因、現代社会につながる影響などについて理解できる。

2節  清の繁栄
1 清の中国支配
2 中国社会の繁栄
3 東西文明の交流

・中華帝国の全盛にあたる清王朝の繁栄を政治・社会・文化的事項を中心に学ぶとともに、その衰亡の原
因を世界史的観点から考察できる。
・ヨーロッパ大航海時代、銀の流通、オランダの覇権と衰退、ヨーロッパの海外進出と市民社会、清の中
国支配、東西文明の交流について理解できる。

8節 フランス革命とナポレオン
9節 ウィーン体制

・フランス革命など18世紀後半から19世紀初頭にかけてのヨーロッパの市民革命について、その歴史的意
義を理解できる。

11節 イタリア・ドイツの統一
12節 東方問題と19世紀のロシア
13節 アメリカの発展と分裂
14節世界市場の形成

・世界市場の形成、ヨーロッパ諸国のアジア進出、オスマン、及び日本などアジア諸国の動揺と改革につ
いての学習を通して、19世紀のアジアとヨーロッパの関係を理解することができる。
・一年間の学習を振り返り、今後の改善につなげることができる。

3節 東アジア諸国間の貿易
1 朝貢と冊封による東アジアの国際秩
序
2 東アジアの貿易
3 ヨーロッパとの貿易
4節 江戸時代の日本の対外政策
5節 江戸時代の社会と政策

・江戸時代の日本の対外政策、社会と生活を中心に学び、東アジア、ヨーロッパとの関係を理解できる。
・夏期課題に積極的に取り組み、歴史に対する興味・関心を高めるとともに、既習事項の定着をはかるこ
とができる。

第1編　近代化と私たち
1章 近代化への胎動
1節ヨーロッパの海外進出と市民社会
1 ヨーロッパ大航海時代
2 銀の流通
3 オランダの覇権と衰退
4 ヨーロッパの海外進出と市民社会

・日本史と世界史がつながっていることに気づくことができる。
・新航路の開拓、大西洋貿易を通して、16世紀～18世紀にかけてのヨーロッパ世界の特質とアメリカ・ア
フリカとの関係を理解できる。

主体的に学習に取り組む態度 定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

2章 欧米の市民革命と国民国家の形成
17世紀以前のヨーロッパの主権国家体
制
6節イギリス産業革命
7節アメリカ独立革命

・ヨーロッパ絶対王政の成立の過程において、ヨーロッパでいち早く主権国家が成立したことを理解でき
る。
・産業革命、アメリカ独立革命などにおいて、産業社会と国民国家の形成の過程が理解できる。
・１学期と夏期の学習を振り返り、学習改善に努めることができた。

・18世紀後半から19世紀にかけてのヨーロッパの経済的、政治的変革において、産業社会と国民国家の形
成の過程を理解できる。
・冬期課題に積極的に取り組み、歴史に対する興味・関心を高めるとともに、既習事項の定着をはかるこ
とができる。

10節 19世紀のイギリスとフランス

到達目標

・世界の歴史と日本の歴史の大きな枠組みと流れを、基礎的事項から発展的事項まで正確に理解する（知識・技能）
・歴史的な事象の背景や影響などについて種々の資料から思考し、その内容について説明できる力を高める。（思考・判断・表現）
・文化の多様性や現代社会の特質における歴史との関連について理解を深めるため、学習活動に意欲的に取り組み、国際社会で主体的に生きる人物としての自覚と
資質を養う。（主体的に学習に取り組む態度）

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査、ワークシート、小テスト等

科目 歴史総合 単位数 2

教科書 「詳述歴史総合」 実教出版
副教材
問題集

「最新世界史図説　タペストリー」（帝国書院）
「世界史用語集」（山川出版社）

学　年 1 学　科
普通科

理数科学科
人文社会科学科

教科 地歴・公民



学
期

月

4

緯度・軽度

5 地球儀と世界地図

日本の位置と領域

主題図の種類

地理情報システム

WEB GISを使ってみる

2章 資料から読み取る現代世界

6

交通機関

通信

観光

貿易

国家間の結びつき

7

8

9

生活文化と自然環境・地形

山地の暮らし

平野の暮らし

海岸の暮らし

10

生活文化と自然環境・気候

多様な気候とその分布

大気大循環

ケッペンの気候区分

11 熱帯の暮らし

乾燥帯の暮らし

温帯の暮らし

亜寒帯、寒帯の暮らし

12

1

日本の自然環境の特色
自然災害と防災

2

3 人口動態

２章生活圏の調査と地域の展望

2

第2編　人々の生活文化と多様な地理的
環境

○山地におけるさまざまな暮らしの工夫について理解する。
○山地における自然的，文化的なめぐみに気づき，その利用について理解する。
○河川がつくる平野の小地形について理解する。
○宅地化による伝統的な土地利用の変化が，どのような影響をもたらしているかを理解する。
○さまざまな海岸の地形とその利用について理解する。
○海岸の地形が自然的，人為的要因によって変化していることを理解する。

○大気の大循環によって生じる気圧帯について理解する。
○気温や降水量に地域差が生じる原因を理解し，それらが衣食住に与える影響を考える。
○熱帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴について理解する。
○熱帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与える影響を考える。
○乾燥帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴について理解する。
○乾燥帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与える影響を考える。
○温帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴について理解する。
○温帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与える影響を考える。
○亜寒帯・寒帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴について理解する。
○亜寒帯・寒帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与える影響を考える。

〇空間的相互依存作用や地域などに着目し、課題を追究したり解決したりする活動を通して、各地域における
地球的課題の共通性や課題相互の関連性を見いだす。また、地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目
指した各国の取り組みや国際協力が必要であることを理解させ、地球的課題の現状や要因、解決の方向性など
を多面的・多角的に考察、実現させる。

3

第３編　持続可能な地域づくりと私た
ち

〇我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地域の自然環境の特色
と自然災害への備えや対応との関わりとともに，自然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対応の重要
性などについて理解する。

〇様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧地形図をはじめとする各種の地理情報について，その情報
を収集し，読み取り，まとめる地理的技能を身に付ける。

〇生活圏の調査を基に，地理的な課題の解決に向けた取組や探究する手法などについて理解する。

〇RESASを利用する。

1章 自然環境と防災

1

第１編　地図や地理情報システムでと
らえる現代世界

〇日常生活の中で見られる様々な地図の読図などを基に，地図や地理情報システムの役割や有用性などについ
て理解する。

〇現代世界の様々な地理情報について，地図や地理情報システムなどを用いて，その情報を収集し，読み取
り，まとめる基礎的・基本的な技能を身に付ける。
地図は位置情報だけでなく分布を考察するなどの地理的な見方・考え方を働かせる際にも有用であることを理
解させ、読みやすい地図への様々な工夫を考察させる。

〇緯度と経度を用いて球面上の世界の位置をあらわしていることを理解させる。

〇世界各地の時刻の基準として本初子午線があり、各地で時差が生じることで現代世界の結びつきに特徴が見
られることを理解させる。

〇現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に，方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家間
の結び付きなどについて理解する。

〇地理情報システム（GIS）を理解し、地理院地図、RESASなどを効果的に利用する。

1章 地図と地理情報システム

主体的に学習に取り組む態度 　定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標
社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民
主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　定期考査、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　定期考査、レポート、ワークシート、ノート等

科目 地理総合 単位数 2

教科書 地理総合（東京書籍）、新詳高等地図（帝国書院）
副教材
問題集

新詳地理資料COMPLETE2026(帝国書院)、26'地理総合の研究(啓隆社）、地理統計要覧2026（山川
出版社）

学　年 1 学　科
普通科、人文社会科学科、

理数科学科
教科 地理歴史



学
期

月

1 4 １編

１章

5 ２章

6

３章

7 ４章

2 9 ２編

１章

10 ２章

11 ３章

12 ４章

3 1 ５章

2 ６章

3 ３編 持続可能な社会づくりの主体となる私たち

日本の政治機構と政治参加

経済活動のあり方と国民福祉

国際政治の動向と課題

国際経済の動向と課題

民主国家における基本原理

・国家主権、領土、国際法の意義、国際連合の役割、わが国の安全保障と国際貢献について理解する。（知識・技能）

・国際社会における日本の役割について、諸資料から情報を収集し、解決に向けて協働的に考察・構想し
　表現する。（思考・判断・表現）

・領土問題や国際紛争、軍縮などの国際政治の課題を主体的に解決しようとする。　（主体的に学習に取り組む態度）

・経済のグローバル化、相互依存関係、国際社会における貧困や格差など地球的課題について理解する。（知識・技能）

・経済活動が世界規模で自由に行われる中での課題について、事実を基に多面的・多角的に考察し、
　解決策を構想する。（思考・判断・表現）

・貿易や貧困問題、地域経済統合などの影響について主体的に追究し、解決を目指す。
　（主体的に学習に取り組む態度）

公共の扉

よりよい社会の形成に参加する私たち

日本国憲法の基本的性格

現代の経済社会

２学期中間考査

２学期期末考査

学年末考査

・個人の尊重、民主主義、法の支配といった基本的原理と、それに基づく紛争解決や秩序維持の仕組みを
　理解する。（知識・技能）

・基本的原理を活用し、将来世代の権利や差別の是正などの課題について協働して考察・構想し、
　論拠をもって表現する。（思考・判断・表現）

・自由・権利と責任・義務の関係などを深く理解し、よりよい公共的な空間を作り出そうとする自立した
　主体としての自覚を深める。（主体的に取り組む態度）

・憲法に基づく権利保障の仕組みや、日本国憲法の平和主義、わが国の安全保障について理解を深める。（知識・技能）

・自立した主体として具体的な主題を設定し、合意形成や社会参画を視野に事実を基に協働して考察・構想
　したことを表現する。（思考・判断・表現）

・憲法や安全保障の事柄について主体的に追究し、学習上の課題を意欲的に解決しようとする。
　（主体的に学習に取り組む態度）

・司法参加、政治参加、世論形成、地方自治などの仕組みや意義および役割について理解する。（知識・技能）

・対立する意見や利害を調整して合意を形成する過程について、資料に基づき適切に調べ、論拠をもって表現する。
　（思考・判断・表現）

・地方自治や選挙制度、政党政治などの課題について主体的に追究し、解決しようとする態度を養う。
　（主体的に学習に取り組む態度）

・市場経済の機能と限界、政府の役割、財政、租税、金融の働きなどの経済システムについて理解する。
　（知識・技能）

・より活発な経済活動と個人の尊重を両立させる視点から、経済事象を多面的・多角的に考察し、
　構想を議論する。（思考・判断・表現）

・雇用や財政、金融などの現実社会の課題を主体的に解決しようとする態度を養う。
　（主体的に取り組む態度）

・契約、消費者の権利と責任、雇用と労働問題、社会保障など、国民福祉に関わる事柄を理解する。（知識・技能）

・資源の効率的な配分と国民福祉の向上の観点から、自立した主体として事実を基に協働して考察・構想し表現する。
　（思考・判断・表現）

・労働問題や少子高齢化、環境保全などの諸課題を主体的に解決しようとする態度を深める。
　（主体的に学習に取り組む態度）

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

１学期中間考査

１学期期末考査

・自らを成長させる人間としての在り方生き方や、対話を通した他者尊重の重要性を理解する。
　自立した主体としての社会参画がキャリア形成や社会形成に結び付くことを理解する。（知識・技能）

・地域社会などの集団の一員として、他者との協働により公共的な空間を作る存在であることを多面的・
　多角的に考察し表現する。（思考・判断・表現）

・よりよい社会の実現を視野に、青年期の特徴や意義への理解を通して、自立した主体としての自覚を
　深めようとする。（主体的に取り組む態度）

社会を作る私たち

人間としてよく生きる

民主社会の倫理

到達目標

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査、小テスト

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査、小テスト、レポート課題

主体的に学習に取り組む態度 定期考査、レポート課題、授業中の活動状況

教科書 詳述　公共（実教出版）
副教材
問題集

最新図説「公共」（浜島書店）
ニューコンパスノート　公共（とうほう）

教科 公民 科目 公共 単位数 2学　年 2 学　科
普通科

理数科学科
人文社会科学科

・第１編・第２編で習得した概念・原理や知識を活用し、現実社会の諸課題を探究する。（知識・技能）

・持続可能な社会づくりの観点から課題を見いだし、妥当性や効果、実現可能性などを指標にして、
　論拠に基づき自分の考えを説明・論述する。（思考・判断・表現）

・ともに生きる社会を築くという観点から、自ら選択した課題について主体的に解決しようとする態度を
　養う。（主体的に学習に取り組む態度）

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論を理解し、諸資料から必要な情報を取得する技能を身に付ける。（知識・技能）
・現実社会の諸課題に対し、公共的な空間における基本的原理などを活用して多面的・多角的に考察し、構想したことを議論する力を養う。（思考・判断・表現）
・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。（主体的に学習に取り組む態度）

・幸福や公正、義務などの考え方を理解し、自らの価値観形成と他者の尊重について理解する。
　倫理的判断に関わる諸資料から情報を収集・読解する技能を身に付ける。（知識・技能）

・行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方と、行為の動機となる公正などの義務を重視する
　考え方などを活用し、自らも他者も共に納得できる解決方法を構想して表現する。（思考・判断・表現）

・先哲の考え方への深い理解を通し、公共的な空間における人間としての在り方生き方についての自覚を
　深めようとする。（主体的に取り組む態度）

・人間の尊厳、平等、自由・権利と責任・義務など、公共的な空間における基本的原理について理解する。
　（知識・技能）

・思考実験などの概念的な枠組みを用いて、個人と社会との関わりについて多面的・多角的に考察し、
　表現する。（思考・判断・表現）

・他者との対話や主体性の確立についての先哲の思想を学び、公共性を確立することへの自覚を
　深めようとする。（主体的に取り組む態度）



学
期

月

1

2

科目 数学Ⅰ 単位数 2

教科書 「改訂版　数学Ⅰ」 数研出版
副教材
問題集

「改訂版　サクシード　数学Ⅰ＋Ａ」 数研出版
「改訂版　チャート式基礎からの数学Ⅰ＋Ａ」 数研出版

学　年 1 学　科 普通科 教科 数学

到達目標
・２次関数及び方程式と不等式についての概念を理解させ，基礎的な知識の習得と計算処理技能の習熟を図り，それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数
学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
・データの分析、集合と論証についての理解を深め，それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期テスト、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期テスト、小テスト等

主体的に学習に取り組む態度 定期テスト、小テスト、授業態度等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

【数学Ⅰ】

１章　数と式

１節　式の計算
２節　実数
３節　１次不等式

２章　集合と論証

３章　２次関数

１節　２次関数とグラフ

２節　２次方程式・２次不等式

５章　データの分析

４

５

６

７

８

９

１０

４章　図形と計量

１節　三角比
２節　三角形への応用

・数や式の計算の基本法則や、式の加減乗法の根拠を理解させ，効率よく多項式の計算を行う能力を養成
する。
・実数と数直線上の点との対応を理解させる。絶対値の基本的な性質を理解させる。
・根号を含む式の計算を行う能力を養成する。
・1次不等式2次不等式の解法課程を理解させる。

・図表示などを用いて集合についての基本的な事項を理解し，統合的に見ることの有用性を認識し，論理
的な思考力を伸ばす。

・２次関数について理解し，関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識する。
・具体的な事象の考察や２次不等式を解くことなどに活用できるようにする。

・統計の基本的な考え方を理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握できるよう
にする。

・直角三角形における三角比の意味，それを鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質につい
て理解させる。

・角の大きさなどを用いた計量の考えの有用性を認識するとともに，それらを具体的な事象の考察に活用
できるようにする。



学
期

月

1

2

3

科目 理数数学Ⅰ 単位数 4

教科書
「改訂版　数学Ⅰ」数研出版
「改訂版　数学Ａ」数研出版

「数学Ⅱ」数研出版

副教材
問題集

「改訂版　サクシード　数学Ⅰ＋Ａ」 数研出版
「新課程　サクシード　数学Ⅱ」　数研出版
「改訂版　チャート式基礎からの数学Ⅰ＋Ａ」 数研出版
「改訂版　チャート式基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ」 数研出版

学　年 1 学　科
理数科学科

人文社会科学科
教科 数学

到達目標
・２次関数、図形の性質、指数関数・対数関数についての概念を理解させ，基礎的な知識の習得と計算処理技能の習熟を図り，それらを的確に活用する能力を伸ば
すとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
・データの分析、集合と論証についての理解を深め，それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期テスト、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期テスト、小テスト等

主体的に学習に取り組む態度 定期テスト、小テスト、授業態度等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

【数学Ⅰ】

４

５

６

７

８

１章　数と式

１節　式の計算
２節　実数
３節　１次不等式

２章　集合と論証

３章　２次関数

１節　２次関数とグラフ

２節　２次方程式・２次不等式

５章　データの分析

・数や式の計算の基本法則や、式の加減乗法の根拠を理解させ，効率よく多項式の計算を行う能力を養成
する。
・実数と数直線上の点との対応を理解させる。絶対値の基本的な性質を理解させる。
・根号を含む式の計算を行う能力を養成する。
・1次不等式2次不等式の解法課程を理解させる。

・図表示などを用いて集合についての基本的な事項を理解し，統合的に見ることの有用性を認識し，論理
的な思考力を伸ばす。

・２次関数について理解し，関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識する。
・具体的な事象の考察や２次不等式を解くことなどに活用できるようにする。

・統計の基本的な考え方を理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握できるよう
にする。

９

１０

１１

１２

４章　図形と計量

１節　三角比

２節　三角形への応用

【数学Ⅱ】
１章　式と証明

１節　式と計算
２節　等式と不等式の証明

第２章　複素数と方程式

第３章　図形と方程式
１節　点と直線
２節　円

【数学A】
２章　図形の性質
１節　平面図形
２節　空間図形

・直角三角形における三角比の意味，それを鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質につい
て理解させる。

・角の大きさなどを用いた計量の考えの有用性を認識するとともに，それらを具体的な事象の考察に活用
できるようにする。

 

・基本的な図形の性質について理解を深め，図形の見方を豊かにするとともに，図形の性質を論理的に考
察し処理できるようにする。

１

２

３

【数学Ⅱ】
４章　指数関数・対数関数
１節　指数関数
２節　対数関数

・指数法則、累乗根の意味を理解し、指数関数を含む方程式や不等式を解くことができるようにする。
・対数の基本的な性質について理解し、対数関数を含む方程式や不等式を解くことができるようにする。



学
期

月

1 4

5

6

7

2 9

10

11

3 1

2

・電気や磁気の現象が，どのように生じるか，さらに，身近な現象としてどのような電磁気現象があるか
にに関心をもち，それらを調べる意欲と態度が見られる。
・電気と磁気に関する基本的な概念や原理・法則を理解できる。またそれらの概念や原理・法則を用いて
系統的に考察できる。
・物体の中にある電荷の振る舞いについて観察でき，実験を再現できる。電流計，電圧計，検流計などの
測定器を正しく使える技能を身につけ，グラフ処理などを通して法則性を確認できる。
・電気と磁気に関する基本的な法則を系統的に理解し，応用例の交流や電磁波の基本的振る舞いについて
知識があり，理解できる。

・日常的に利用されているエネルギーについて興味・関心を持ち，その特徴などについて考えようとす
る。さらに，物理学がどのように社会に影響を与えているかについて興味を持ち，調べる態度が見られ
る。
・日常で使うエネルギーがどのように作られ，その源が何なのかということを探求し，エネルギーをどの
ように利用していくかを判断できる。さらに，核エネルギーの利用のメリット・デメリットを把握し，そ
の是非について判断できる。
・身近に利用しているエネルギーについて観察して，それらの特性を理解できる。また、太陽電池を使っ
て太陽エネルギーから電力を取り出す実験でエネルギーの効率などを計算できる。
・エネルギーの源と利用について理解し，物理的な側面からエネルギーをきちんととらえることができ
る。

・日常見慣れている様々な運動を，物理的な現象として，動きの規則性やその動きを生じさせている原因
を解明しようという意欲が見られるか。
・運動の向きや速度，加速度などの運動の基礎となる量を理解し，それらを組み合わせて運動を物理学的
に理解でき，運動の原因となる力を探る過程を通して運動の法則を理解し，さらに未知の運動を解くこと
ができる。
・速度，加速度，力を実験器具を使って測定しながら運動を解析し，量的な関係を捉えることができる。
また，動きを調べる際の基準点を変えても，運動を正しく表現できる。

・運動に関する物理学の量的関係と向きに関する関係を理解し，運動の法則に基づき，様々な運動の規則
性を見つけ，またそれらの運動を再現することができる。

・力と加速度の関係を理解し，運動の法則を理解している。
・運動の法則を適用して運動方程式を立てて解き，力や加速度を求めることができる。
・空気抵抗を受ける物体の運動について理解している。

・エネルギーと仕事の基礎概念を理解している。

科目
物理基礎
理数物理

単位数 2

教科書 「新編　物理基礎」数研出版
副教材
問題集

「リードα物理基礎」「フォローアップドリル物理基礎」数研出版「物理実験テキスト」

学　年 1 学　科
普通科

理数科学科
人文社会科学科

教科 理科

到達目標
1. 基本的な概念や原理・法則を理解する。
2. 物理的な事物・事象についての観察，実験などを行い，物理学的に探求する能力と態度を育てる。
3. 科学的な自然観を育成する。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査、実験、レポート

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査、実験、レポート

主体的に学習に取り組む態度 定期考査、実験、レポート

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

第１部　運動とエネルギー

・運動エネルギーと位置エネルギーについて理解し，一定の条件のもとで力学的エネルギーが保存するこ
とを理解する。

・熱のマクロ的な意味，ミクロ的な意味を理解する。
・熱容量と比熱について理解し，熱量保存の法則を理解する。
・熱と仕事の関係を理解し，熱力学の第一法則について理解する。

・いろいろな波の現象の存在を理解し，日常生活に存在する波動現象に関心を持ち，波の性質がどのよう
に表れているかを結び付ける意欲や態度が見られる。
・波の特徴・性質を理解し，その性質が日常の波動現象や音にどのように表れているかを考察し，さらに
身近な現象の中にどのように波動現象が表れているかを考察することができる。
・さまざまな波動現象を実験・観察を通して理解し，縦波と横波の相互変換や重ね合わせの原理から定常
波やうなりなどを作図を通して表現できる。
・波長と振動数を用いた式が理解でき，重ね合わせの原理を用いて説明がつく様々な現象を，身近な波動
現象の中に見出し，波動現象がどのようなものかという認識を持つことが出来る。

　　第２節　運動の法則

　第１章　運動の表し方

　　第１節　仕事

　　第２節　運動エネルギー

　　第２節　熱量

　　第３節　様々な力と運動

　第３章　仕事と力学的エネルギー

　　第３節　位置エネルギー

　　第１節　速度

　　第２節　加速度

　　第３節　落体の運動

　第２章　運動の法則

　　第１節　力

　　第３節　交流と電磁波

　　第４節　力学的エネルギーの保存

第２部　熱

　第１章　熱とエネルギー

　　第１節　熱と温度

　　第３節　熱の利用

　第２章　波

　　第４節　音源の振動

　第３章　電気

　　第１章　波の伝わり方

　　第２節　波の性質

　　祭３節　音波

　　第１節　静電気

　　第２節　電流

　第４章　物理と社会

　第１節　いろいろなエネルギーと

         その利用



学
期

月

1 4

1.純物質と混合物 ・混合物と純物質の違いと，混合物の分離について考え，判断し，表現することができる。

・元素記号，単体と化合物の違い，元素の検出方法を理解することができる。

3.物質の三態と熱運動 ・物質の三態と熱の関係，熱運動による物質の変化について考えることができる。

5 第2章　物質の構成粒子

1.原子とその構造 ・原子の構造や特徴と電子配置を関連づけて考えることができる。

・原子や単原子イオンの大きさと陽子の数や電子配置についての関係性を理解することができる。

・周期表において，元素の性質と周期律を関連付けて考えることができる。

一学期中間考査

6 第3章　粒子の結合

1.イオン結合とイオン結晶 ・イオン結合とイオン結合でできた物質について，組成式を書いてその構成を考えることができる。

2.共有結合と分子 ・共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し，配位結合や錯イオンについても考えることができている。

3.分子間にはたらく力 ・塩化アンモニウムの結晶にどのような結合があるかを説明できる。

・ダイヤモンドと黒鉛の性質の違いを，共有結合の強さ，結晶構造，電子の移動をもとに説明できる。

・共有結合の結晶にはどのような物質があるかに興味をもつ。

7 ・金属もイオン結晶や共有結合の結晶と同じように組成式で表されることを理解している。

一学期末考査

2 9

第1章　物質量と化学反応式

1.原子量・分子量・式量 ・原子の質量の表し方を理解し，原子量・分子量・式量を考えることができる。

・モル質量やモル体積，モル濃度を用いて物質の量や濃度を考えることができる。

3.溶液の濃度 ・反応する物質の量的関係について考え，反応式の係数比と一致することを見いだし表現することができる。

10 4.化学反応式と物質量 ・気体の分子量を測定するために必要な操作や留意するべき点について調べようとする。

二学期中間考査

第2章　酸と塩基の反応

11 1.酸・塩基 ・酸と塩基の性質を，水素イオンや水酸化物イオンの性質および価数や電離度と関連付けて考えることができる。

2.水素イオン濃度とpH ・水溶液の性質とpHの関係性について理解することができる。

3.中和反応と塩 ・中和滴定の実験結果を表にまとめ，酸の濃度について考えることができる。

4.中和滴定 ・酸と塩基が打ち消しあって，中和する反応を滴定曲線に描いて分析できる。

12 二学期末考査

3 1 第３章　酸化還元滴定

1.酸化と還元 ・酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け，酸化数を用いて考えることができる。

2.酸化剤と還元剤 ・主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオン反応式で表し，その組合せで酸化還元反応式の表し方を理解することができる。

3.金属の酸化還元反応 ・適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解することができる。

2 4.酸化還元反応の利用 ・電池の基本的なしくみについて，イオン化傾向や電子の授受に着目して説明できる。

学年末考査

4.高分子化合物

5.共有結合の結晶

6.金属結合と金属結晶

物質の変化

2.物質量

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

・日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。【知識・理解】
・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う【思考・判断・表現】
・物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査，実験レポート，小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査，実験レポート，小テスト等

主体的に学習に取り組む態度 定期考査，実験レポート，小テスト，授業中の活動状況等

教科書 改訂版　化学基礎　（数研出版）
副教材
問題集

サイエンスビュー化学総合資料 新訂版（実教出版）
セミナー化学基礎（第一学習社）

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 2学　年 2 学　科 普通科（文系）・人文社会学科

物質の構成と化学結合

第1章　物質の構成

2.物質とその成分

2.イオン

3.周期表



学
期

月

1 4 ・混合物と純物質の違いと，混合物の分離について考え，判断し，表現することができる。

第１章 物質の構成

・物質の三態と熱の関係，熱運動による物質の変化について考えることができる。

5 第２章 物質の構成粒子 ・原子の構造や特徴と電子配置を関連づけて考えることができる。

・原子や単原子イオンの大きさと陽子の数や電子配置についての関係性を理解することができる。

第３章 化学結合

・イオン結合とイオン結合でできた物質について，組成式を書いてその構成を考えることができる。

6 ・原子の質量の表し方を理解し，原子量・分子量・式量を考えることができる。

第２部 物質の変化 ・モル質量やモル体積，モル濃度を用いて物質の量や濃度を考えることができる。

7 第１章 物質量と化学反応式 ・反応する物質の量的関係について考え，反応式の係数比と一致することを見いだし表現することができる。

・気体の分子量を測定するために必要な操作や留意するべき点について調べようとする。

2 9 第２章 酸と塩基

・中和滴定の実験結果を表にまとめ，酸の濃度について考えることができる。

10

第３章 酸化還元反応

・主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオン反応式で表し，その組合せで酸化還元反応式の表し方を理解することができる。

11

第1章　固体の構造

・デュマの気体密度測定法により，揮発性物質の分子量を求めることができる。

・コロイド溶液の性質について理解することができる。

3 ・元素の性質を周期表の位置と関連づけて考えることができる。

・ハロゲンとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・酸素・硫黄とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・窒素・リンとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・アルカリ土類金属とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・アルミニウムとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・スズ・鉛とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元，溶解度などと関連づけて考えることができる。

・遷移元素とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元，溶解度などと関連づけて考えることができる。

学年末考査

1学期末考査

・酸と塩基の性質を，水素イオンや水酸化物イオンの性質および価数や電離度と関連付けて考えることができる。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

・日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。【知識・理解】
・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う【思考・判断・表現】
・物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査，実験レポート，小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査，実験レポート，小テスト等

主体的に学習に取り組む態度 定期考査，実験レポート，小テスト，授業中の活動状況等

教科書
高等学校　化学基礎 改訂版（啓林館）

高等学校　化学（啓林館）
副教材
問題集

サイエンスビュー化学総合資料（実教出版）
セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）

教科 理科 科目 化学基礎・化学 単位数 2・1学　年 2 学　科 普通科（理系）

第１部 物質の構成

・元素記号，単体と化合物の違い，元素の検出方法を理解することができる。

・周期表において，元素の性質と周期律を関連付けて考えることができる。

1学期中間考査 ・共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し，配位結合や錯イオンについても考えることができている。

・水溶液の性質とpHの関係性について理解することができる。

・酸と塩基が打ち消しあって，中和する反応を滴定曲線に描いて分析できる。

・酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け，酸化数を用いて考えることができる。

2学期中間考査 ・適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解することができる。

・金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考えることができる。

・結晶の構造(体心立方格子，面心立方格子，六方最密構造など)について考えることができる。

第2章　物質の状態変化

第3章　気体の性質 ・気体の体積と圧力や温度との関係や，ボイル・シャルルの法則について考えることができる。

・気体定数と状態方程式，分子量の関係や混合気体における分圧の法則について考えることができる。また，実在気体と理想気体の状態方
程式について考えることができる。

第4章　溶液の性質 ・身近な現象を通して溶媒と溶液の性質(蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸透圧など)の違いについて考えることができる。

第4章　遷移元素

・金属陽イオンが特定の陰イオンとの反応により分離できることを，理由を述べて表現することができる。

2学期末考査

第1章　周期表と元素の分類

第2章　非金属元素

・炭素・ケイ素とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

第3章　典型金属元素 ・アルカリ金属とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。



学
期

月

1 4 ・混合物と純物質の違いと，混合物の分離について考え，判断し，表現することができる。

第１章 物質の構成

・物質の三態と熱の関係，熱運動による物質の変化について考えることができる。

5 第２章 物質の構成粒子 ・原子の構造や特徴と電子配置を関連づけて考えることができる。

・原子や単原子イオンの大きさと陽子の数や電子配置についての関係性を理解することができる。

第３章 化学結合

・イオン結合とイオン結合でできた物質について，組成式を書いてその構成を考えることができる。

6 ・原子の質量の表し方を理解し，原子量・分子量・式量を考えることができる。

第２部 物質の変化 ・モル質量やモル体積，モル濃度を用いて物質の量や濃度を考えることができる。

7 第１章 物質量と化学反応式 ・反応する物質の量的関係について考え，反応式の係数比と一致することを見いだし表現することができる。

・気体の分子量を測定するために必要な操作や留意するべき点について調べようとする。

2 9 第２章 酸と塩基

・中和滴定の実験結果を表にまとめ，酸の濃度について考えることができる。

10

第３章 酸化還元反応

・主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオン反応式で表し，その組合せで酸化還元反応式の表し方を理解することができる。

11

第1章　固体の構造

・デュマの気体密度測定法により，揮発性物質の分子量を求めることができる。

・コロイド溶液の性質について理解することができる。

3 ・元素の性質を周期表の位置と関連づけて考えることができる。

・ハロゲンとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・酸素・硫黄とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・窒素・リンとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・アルカリ土類金属とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・アルミニウムとその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・スズ・鉛とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元，溶解度などと関連づけて考えることができる。

・遷移元素とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元，溶解度などと関連づけて考えることができる。

学年末考査

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

・酸と塩基が打ち消しあって，中和する反応を滴定曲線に描いて分析できる。

・酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け，酸化数を用いて考えることができる。

到達目標

・日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。【知識・理解】
・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う【思考・判断・表現】
・物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 定期考査，実験レポート，小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査，実験レポート，小テスト等

主体的に学習に取り組む態度 定期考査，実験レポート，小テスト，授業中の活動状況等

教科書
高等学校　化学基礎　改訂版（啓林館）

高等学校　化学（啓林館）
副教材
問題集

サイエンスビュー化学総合資料　新訂版（実教出版）
セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）

教科 理科 科目 理数化学 単位数 3学　年 2 学　科 理数科学科

第4章　溶液の性質

2学期末考査

第1章　周期表と元素の分類

第2章　非金属元素

第3章　典型金属元素

・元素記号，単体と化合物の違い，元素の検出方法を理解することができる。

・共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し，配位結合や錯イオンについても考えることができている。

・周期表において，元素の性質と周期律を関連付けて考えることができる。

・酸と塩基の性質を，水素イオンや水酸化物イオンの性質および価数や電離度と関連付けて考えることができる。

・水溶液の性質とpHの関係性について理解することができる。

第１部 物質の構成

1学期末考査

1学期中間考査

2学期中間考査

第2章　物質の状態変化

第3章　気体の性質

・炭素・ケイ素とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・アルカリ金属とその化合物の性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考えることができる。

・金属陽イオンが特定の陰イオンとの反応により分離できることを，理由を述べて表現することができる。

第4章　遷移元素

・適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解することができる。

・金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考えることができる。

・結晶の構造(体心立方格子，面心立方格子，六方最密構造など)について考えることができる。

・気体の体積と圧力や温度との関係や，ボイル・シャルルの法則について考えることができる。

・気体定数と状態方程式，分子量の関係や混合気体における分圧の法則について考えることができる。また，実在気体と理想気体の状態方
程式について考えることができる。

・身近な現象を通して溶媒と溶液の性質(蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸透圧など)の違いについて考えることができる。



学
期

月

1 4

・生物の多様性と共通性について理解させる。

・単細胞生物と多細胞生物・細胞群体について理解させる。 

・生物に共通な特性を理解させる。 

・細胞には原核細胞と真核細胞があり、大きさも様々であることを実感させる。 

・基本的な細胞構造と様々な細胞小器官の特徴やはたらきを理解させる。 

5 第２節　エネルギーと代謝 ・代謝（異化と同化）の概念を理解させる。 

(中間考査) ・ＡＴＰの構造と働きを理解させる。 

第３節　呼吸と光合成 ・光合成と呼吸におけるエネルギー変換について理解させる。 

・細胞内共生説について理解させる。

・触媒としての酵素の働きを理解させる。 

・顕微鏡やミクロメーターの使い方に慣れさせる。 

6 第２章　遺伝子とそのはたらき

第１節　遺伝情報とＤＮＡ ・ＤＮＡの構造を理解させる。

(期末考査) ・ＤＮＡの研究史を知らせる。

7 第２節　遺伝情報の複製と分配 ・細胞分裂によって母細胞と同じ遺伝情報が娘細胞に分配されることを理解させる。

第３節　遺伝情報の発現 ・生体内で働くタンパク質の特性を理解させる。

2 9 ・各ＲＮＡの役割やタンパク質の合成過程を理解させる。

・セントラルドグマの概念を理解させる。

・すべての遺伝子が常に発現しているわけではないことを理解させる。

・ＤＮＡ、遺伝子、ゲノムの関係性を理解させる。

・観察を通し、染色体、遺伝子、パフについて理解させる。

10 第３章　ヒトの体内環境の維持

第１節　体内での情報伝達と調節 ・恒常性の概念と体液について理解させる。

(中間考査) ・体内での情報伝達の方法としくみ（神経系と内分泌系）について理解させる。

・体液の循環の仕方について理解させる。

第２節　体内環境の維持のしくみ ・血糖濃度、体温、水分量と塩分濃度の調節のしくみについて理解させる。

11 ・血液凝固のしくみを理解させる。

(期末考査) ・肝臓と腎臓での調節のしくみについて理解させる。

第３節　免疫のはたらき ・生体の物理的・化学的防御の仕方を理解させる。

12 ・免疫に関わる細胞や器官の働きを理解させる。

・免疫のしくみと免疫疾患・免疫を応用した医療について理解させる。

3 1 第４章　生物の多様性と生態系

第１節　植生と遷移 ・多様な植生と植生の遷移について理解させる。

2 ・陰生植物と陽生植物の違いを理解させる。

・遷移の課程を理解させる。

第２節　植生の分布とバイオーム ・バイオームの概念や植生とその特徴を理解させる。

・世界と日本のバイオームについて理解させる。日本の水平分布と垂直分布について理解させる。

第３節　生態系と生物の多様性 ・生態系の概念や生産者・消費者・分解者について理解させる。

・作用・環境形成作用や食物連鎖(食物網）・腐食連鎖について理解させる。

(学年末考査) ・栄養段階と生態ピラミッドについて理解させる。

3 ・キーストーン種の役割と間接効果について理解させる。

第４節　生態系のバランスと保全 ・生態系のバランスと復元力について理解させる。

・外来生物の侵入や地球温暖化の進行など、人間の活動が生態系に与える影響について理解させる。

・生態系の保全について理解させる。

第１章　生物の特徴

第１節　生物の多様性と共通性

主体的に学習に取り組む態度 知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において、粘り強く学習に取り組んでいるか、自ら学習を調整しようとしているか。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

｢生物の特徴」と「遺伝子とそのはたらき｣では、多様な生物は共通の祖先に由来することと、生命40億年の歴史をつなぐDNAや生命活動について、個体・細胞・分
子レベルで理解させ、生物への関心を高める。
｢ヒトの体内環境の維持｣では、体内環境を維持する細胞・器官とその仕組みを理解させ、生命現象の緻密さ・繊細さを体系的に捉えさせる。
｢生物の多様性と生態系｣では、遷移・バイオーム・生態系の概念を理解させ、科学的な自然観の育成を図る。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の習得ができているか。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけているか。

生物基礎
理数生物

単位数 2

教科書 「改訂版 高等学校 生物基礎」数研出版
副教材
問題集

「二訂板　スクエア最新図説生物」第一学習社
「三訂版　リードα生物基礎」数研出版

学　年 1 学　科
普通

理数科学
人文社会科学

教科 理科 科目



学
期

月

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●陸上競技 ・施設の利用方法や服装など確認させる。

　(男子1500m走･女子1000m走) ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

インターバルトレーニング 　体調管理等について理解させる。

記録会 ・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

●選択制授業① ・自己の能力を最大限に発揮させる。

ソフトボール ・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

テニス ・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業② ・施設の利用方法や服装など確認させる。

バレーボール ・中部高校独自のトレーニング･ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

テニス 　体調管理等について理解させる。

・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

●選択制授業③ ・自己の能力を最大限に発揮させる。

ダンス

器械運動(マット運動) ・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

柔道 ・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

剣道 ・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

ハンドボール

ソフトボール

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業④ ・施設の利用方法や服装など確認させる。

バスケットボール ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

バドミントン 　体調管理等について理解させる。

・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

・自己の能力を最大限に発揮させる。

・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

・運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう自ら進んで運動するとともに、公正、協力、責任や健康、安全に留意する態度を身につける。
・自己やグループの能力と運動の特性に応じた課題の解決を目指して、活動の仕方を考え工夫する力を身につける。
・各種の運動技能や体力を高めるための運動の合理的な行い方を身につけ、運動の技能や体力を向上させる。
・現代社会におけるスポーツの意義や必要性を理解し、豊かなスポーツライフを実現するための知識や方法を身につける。

評価の観点と
評価方法

知識・技能
・各運動技能の特性やルールを理解している。
・健康の増進、体力向上に関する基礎的な知識を習得している。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

・自己の体力を理解し、活動を行う中で工夫ができる。
・各運動種目での能力の向上を目指して、運動の仕方を工夫することがでいる。
・体育の学習成果を踏まえて、自己に適した「する･みる･支える･知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方
を見付けることができる。

主体的に学習に取り組む態度

・体育の学習に主体的に取り組もうとしている。
･仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合おうとしている。
･課題解決に向けて話し合う場面で、合意形成に貢献しようとしている。

教科書 現代高等保健体育(大修館書店)
副教材
問題集

ステップアップ高校スポーツ2026(大修館書店)

教科 保健体育 科目 体育 単位数 3学　年 1 学　科
普通科

人文社会科学科
科学探究科

1

2

3

4
5
6
7

9
10
11
12

1
2
3



学
期

月

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●陸上競技 ・施設の利用方法や服装など確認させる。

　(男子1500m走･女子1000m走) ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

インターバルトレーニング 　体調管理等について理解させる。

記録会 ・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

●選択制授業① ・自己の能力を最大限に発揮させる。

バレーボール ・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

テニス ・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業② ・施設の利用方法や服装など確認させる。

サッカー ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

バレーボール 　体調管理等について理解させる。

・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

●選択制授業③ ・自己の能力を最大限に発揮させる。

ダンス

器械運動(マット運動) ・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

柔道 ・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

剣道 ・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

サッカー

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業④ ・施設の利用方法や服装など確認させる。

バスケットボール ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

バドミントン 　体調管理等について理解させる。

・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

・自己の能力を最大限に発揮させる。

・全体目標・個人目標を設定させ、目標に応じた活動内容を計画させる。

・生徒主体の授業により、計画・実践・評価・反省の取り組みの重要性を理解させる。

・班活動を通し、技能の習得・体力の向上・自己の役割安全に対する意識などを身につけさせる。

1

2

3

4
5
6
7

9
10
11
12

1
2
3

学　年 2 学　科
普通科

人文社会科学科
科学探究科

教科 保健体育 科目 体育 単位数 2

教科書 現代高等保健体育(大修館書店)
副教材
問題集

ステップアップ高校スポーツ2025(大修館書店)

到達目標

・運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう自ら進んで運動するとともに、公正、協力、責任や健康、安全に留意する態度を身につける。
・自己やグループの能力と運動の特性に応じた課題の解決を目指して、活動の仕方を考え工夫する力を身につける。
・各種の運動技能や体力を高めるための運動の合理的な行い方を身につけ、運動の技能や体力を向上させる。
・現代社会におけるスポーツの意義や必要性を理解し、豊かなスポーツライフを実現するための知識や方法を身につける。

評価の観点と
評価方法

知識・技能
・各運動技能の特性やルールを理解している。
・健康の増進、体力向上に関する基礎的な知識を習得している。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

・自己の体力を理解し、活動を行う中で工夫ができる。
・各運動種目での能力の向上を目指して、運動の仕方を工夫することがでいる。
・体育の学習成果を踏まえて、自己に適した「する･みる･支える･知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり
方を見付けることができる。

主体的に学習に取り組む態度

・体育の学習に主体的に取り組もうとしている。
･仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合おうとしている。
･課題解決に向けて話し合う場面で、合意形成に貢献しようとしている。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考



学
期

月

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●陸上競技 ・施設の利用方法や服装など確認させる。

　(男子1500m走･女子1000m走) ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

インターバルトレーニング 　体調管理等について理解させる。

記録会 ・2年次の持久走のタイムを更新することを目標に、目標タイムとそのペース設定の重要性を

●選択制授業① 　理解させる。

サッカー ・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

テニス ・自己の能力を最大限に発揮させる。

ソフトボール ・各時間、班活動に入る前に、サーキットトレーニングを全員で確実に実施させる。

ハンドボール 　(自ら進んで運動を行い、自己の体力の維持、向上を意識させる。）

バドミントン ・班毎に工夫した授業計画の立案を心掛けさせる。

バレーボール ・班毎に協力し、楽しく、そして安全に授業を展開させる。

バスケットボールボール

卓球

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業② ・施設の利用方法や服装など確認させる。

サッカー ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

テニス 　体調管理等について理解させる。

ソフトボール ・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

ハンドボール ・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

バドミントン ・自己の能力を最大限に発揮させる。

バレーボール ・各時間、班活動に入る前に、サーキットトレーニングを全員で確実に実施させる。

バスケットボールボール 　(自ら進んで運動を行い、自己の体力の維持、向上を意識させる。）

卓球 ・班毎に工夫した授業計画の立案を心掛けさせる。

・班毎に協力し、楽しく、そして安全に授業を展開させる。

●選択制授業③

サッカー

テニス ・各時間、班活動に入る前に、サーキットトレーニングを全員で確実に実施させる。

ソフトボール 　(自ら進んで運動を行い、自己の体力の維持、向上を意識させる。）

ハンドボール ・班毎に工夫した授業計画の立案を心掛けさせる。

バドミントン ・班毎に協力し、楽しく、そして安全に授業を展開させる。

バレーボール

バスケットボールボール

卓球

●体育理論 ・目標及び評価等について説明し、理解させる。

●体つくり運動 ・運動のしくみについて理解させる。

●選択制授業④ ・施設の利用方法や服装など確認させる。

サッカー ・中部高校独自のトレーニング、ウォーミングアップについて説明し、トレーニングの取り組み方、

テニス 　体調管理等について理解させる。

ソフトボール ・自己の能力に応じた適切な目標記録を設定させる。

ハンドボール ・お互いに協力し、目標達成に向け工夫させる。

バドミントン ・自己の能力を最大限に発揮させる。

バレーボール

バスケットボール ・各時間、班活動に入る前に、サーキットトレーニングを全員で確実に実施させる。

卓球 　(自ら進んで運動を行い、自己の体力の維持、向上を意識させる。）

・班毎に工夫した授業計画の立案を心掛けさせる。

・班毎に協力し、楽しく、そして安全に授業を展開させる。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

・運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう自ら進んで運動するとともに、公正、協力、責任や健康、安全に留意する態度を身につける。
・自己やグループの能力と運動の特性に応じた課題の解決を目指して、活動の仕方を考え工夫する力を身につける。
・各種の運動技能や体力を高めるための運動の合理的な行い方を身につけ、運動の技能や体力を向上させる。
・現代社会におけるスポーツの意義や必要性を理解し、豊かなスポーツライフを実現するための知識や方法を身につける。

評価の観点と
評価方法

知識・技能
・各運動技能の特性やルールを理解している。
・健康の増進、体力向上に関する基礎的な知識を習得している。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

・自己の体力を理解し、活動を行う中で工夫ができる。
・各運動種目での能力の向上を目指して、運動の仕方を工夫することがでいる。
・体育の学習成果を踏まえて、自己に適した「する･みる･支える･知る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を
見付けることができる。

主体的に学習に取り組む態度
・体育の学習に主体的に取り組もうとしている。
･仲間に課題を伝え合うなど、互いに助け合い高め合おうとしている。
･課題解決に向けて話し合う場面で、合意形成に貢献しようとしている。

教科書 現代高等保健体育(大修館書店)
副教材
問題集 ステップアップ高校スポーツ2024(大修館書店)

教科 保健体育 科目 体育 単位数 2学　年 3 学　科
普通科

人文社会科学科
科学探究科

1

2

3

4
5
6
7

9
10
11
12

1
2
3



学
期

月

●安全な社会生活

･事故の現状と発生要因 ・交通事故の原因や精神･身体の状態と運転への影響について理解させる。 具体的評価方法

･安全な社会の形成 ・交通事故が増加する時間帯、場所などの交通環境について理解させる。 ①出席状況

･交通における安全 ・交通事故防止における個人の取り組みと交通環境の整備について理解させる。 ②授業行動観察

･応急手当の意義とその基本 ・応急手当の意義を理解し、その手法を理解する。 　（授業への取り組み）

･日常的な応急手当 ・心肺蘇生法の実践、ＡＥＤの取り扱いについて理解させる。 ③ノート提出

･心肺蘇生法 　課題レポート（随時）

●現代社会と健康 ④定期考査

･健康の考え方と成り立ち ・世界保健機関の定義などから健康の定義について理解させる。

･私たちの健康のすがた ・死因別にみた健康水準から、わが国の疾患構造を理解させる。

・平均寿命から見た健康水準の推移について理解させる。

●現代社会と健康

･生活習慣病の予防と回復 ・生活習慣病の特徴とその予防について理解させる。 具体的評価方法

･がんの原因と予防 ・がんが発病するメカニズムはどのようになっているかを理解する。 ①出席状況

･がんの治療と回復 ・新しい診断、治療法の理解を通して現在のがん治療法を理解させる。 ②授業行動観察

･運動と健康 ・「食べること」の意義について理解させる。 　（授業への取り組み）

･食事と健康 ・栄養素について理解させ、現在の食生活の問題点を考えさせる。 ③ノート提出

･休養･睡眠と健康 ・運動不足が生活習慣病の原因となることを理解させる。 　課題レポート（随時）

･喫煙と健康 ・健康の維持・増進のための運動の役割と方法について理解させる。 ④定期考査

･飲酒と健康 ・「休養と睡眠」が健康にとって大切な役割があることを理解させる。

･薬物乱用と健康 ・喫煙が健康に与える影響と未成年者の喫煙についての問題点等を理解させる。

・アルコールが健康に与える影響について理解させる。

・薬物乱用とは何かを理解し、その依存性の実態と問題点について考えさせる。

・おもな薬物とその乱用による健康被害について理解させる。

●現代社会と健康

･精神疾患の特徴 ・精神疾患の例をあげ、発病の要因とおもな症状について理解する。 具体的評価方法

･精神疾患の予防 ・精神疾患を予防する方法やその治療について理解する。 ①出席状況

･精神疾患からの回復 ・精神疾患の適切な治療や回復のためには、どのような社会環境が必要か理解する。 ②授業行動観察

･現代の感染症 ・「感染」の定義、また感染の症状について理解させる。 　（授業への取り組み）

･感染症の予防 ・「感染症」を予防する方法について理解させる。 ③ノート提出

･性感染症･エイズとその予防 ・感染症患者の人権を守るためにはどうしたらよいか考えさせる。 　課題レポート（随時）

･健康に関する意思決定･行動選択・エイズに対する正しい理解と知識を身につけさせる。 ④定期考査

･健康に関する環境づくり ・エイズ治療の現況について理解させる。

・ＨＩＶの感染経路、予防方法について理解させる。

･意思決定･行動選択に影響を与える要因について理解する。

･健康に関する適切な意思決定･行動選択の際の工夫について理解する。

･社会環境の健康への影響について理解する。

･ヘルスプロモーションの考え方にもとづく環境づくりの特徴について理解する。

1

2

3

4
5
6
7

9
10
11
12

1
2
3

学　年 1 学　科
普通科

人文社会科学科
科学探究科

教科 保健体育 科目 保健 単位数 1

教科書 現代高等保健体育(大修館書店)
副教材
問題集

到達目標
・我が国の疾病構造や社会変化に対応して、健康の保持増進を図るためには、ヘルスプロモーションの考え方を生かし、人々が自らの健康を適切に管
理することが重要であることを理解できるようにする
・応急手当や心肺蘇生法（ＡＥＤ含む）について理解する。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 ・心身両面にわたる健康の保持増進に必要な事柄について関心を持ち、意欲的に自己の健康管理に努めている。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

・健康の保持増進に必要な事柄について理解を深め、課題の設定や解決の方法を考え、選択すべき行動を判断してい
る。
・人間の欲求と適応機制にはさまざまな種類があり、精神と身体には密接な関係があること、また、精神の健康を保持
増進するためにはストレスへの適切な対処と自己実現への努力が大切である事を理解し、日常生活に当てはめ行動して
いる。

主体的に学習に取り組む態度
・心身両面にわたる健康の保持増進に必要間な事柄について意欲的に学習に取り組み自己の生活に活かそうとしてい
る。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考



学
期

月

●生涯を通じる健康

・ライフステージと健康 ・青年期からの健康の危険因子と人生の各段階での健康課題について理解させる。 具体的評価方法

・思春期と健康 ・思春期の精神面の成長のプロセスや特徴、身体的な成長や変化を理解できるようにする。 ①出席状況

・性意識と性行動の選択 ・思春期の性に対する男女の意識や行動の違い、身体の変化について理解させる。 ②授業行動観察

・妊娠･出産と健康 ・結婚の意義、結婚年齢と出産、母胎や胎児の影響など理解させる。 　（授業への取り組み）

・避妊法と人工妊娠中絶 ・「妊娠」の経過を胎児の成長と母体の状況と関連させて理解できるようにする。 ③ノート提出

・結婚生活と健康 ・出産の過程について理解できるようにする。 　課題レポート（随時）

・中高年期と健康 ・家族計画と人工妊娠中絶の危険性、不妊治療について理解させる。 ④定期考査

・「加齢」「高齢化社会」と健康との関わりについて理解させる。

●生涯を通じる健康

・働くことと健康 ・働くことの意義と健康とのかかわりについて理解させる。 具体的評価方法

・労働災害と健康 ・働き方や働く人の健康問題の変化について理解させる。 ①出席状況

・健康的な職業生活 ・労働災害の現状とそれを防止するために必要なことを理解させる。 ②授業行動観察

・職場が行う健康に関する取り組みについて理解させる。 　（授業への取り組み）

●健康を支える環境づくり ③ノート提出

･大気汚染と健康 ・大気汚染の原因となる発生源や汚染物質の種類、大気汚染の防止方法について理解させる。 　課題レポート（随時）

･水質汚濁、土壌汚染と健康 ・生活の中における水の役割について理解させる。 ④定期考査

・環境と健康にかかわる対策 ・水の汚染防止のための取り組みについて考えさせる。

・ごみの処理と上下水道の整備・生活の中における土壌の役割について理解させる。

・食品の安全性 ・土壌の汚染防止のための取り組みについて考えさせる。

・食品衛生にかかわる活動 ・産業廃棄物の処理問題と新しい環境汚染物質の管理方法について理解させる。

・わが国の上下水道の整備の現状やごみ処理の問題とその対策について理解させる。

・食品による健康被害にはどのようなものがあるか具体例で理解させる。

・食品を安全に管理するための制度について理解させ、健康被害を防止するしくみを考えさせる。

●健康を支える環境づくり

・保健サービスとその活用 ・わが国の保健行政と医療制度について具体的に理解させる。 具体的評価方法

・医療サービスとその活用 ・地域の医療機関について理解させる。 ①出席状況

・医療品の制度とその活用 ・わが国の保健医療体制の現状について、具体的に理解させる。 ②授業行動観察

・さまざまな保健活動や社会的対策・医療機関と医療専門機関には、どのようなものがあるか理解させる。 　（授業への取り組み）

・健康に関する環境づくりと社会参加・健康の保持増進のための環境づくりについて理解させる。 ③ノート提出

・環境づくりへの主体的な参加が自他の健康づくりにつながることを理解させる。 　課題レポート（随時）

④定期考査

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標
・ライフステージにおける健康課題について、自己の健康管理の必要性と保健医療機関の活用に関心を持つ。
・わが国の保健医療制度や保健行政のしくみを理解する。
・社会生活における健康の保持増進には環境問題等が深く関わっていることから、環境と健康、環境と食品の保健、労働と健康について理解する。

評価の観点と
評価方法

知識・技能
・ライフステージにおける健康課題について自己の健康管理の必要性と保健医療機関活用に課題解決の知識を身につ
けている。
・環境と健康、環境と食品の保健、労働と健康について課題解決の知識を身につけている。

左記の評価を総括して
科目の評価とする。思考・判断・表現

・ライフステージにおける健康課題について自己の健康管理の必要性と保健医療機関活用について課題解決の方法を
考えている。
・環境と健康、環境と食品の保健、労働と健康について課題解決の方法を考えている。

主体的に学習に取り組む態度
・心身両面にわたる健康の保持増進に必要間な事柄について意欲的に学習に取り組み自己の生活に活かそうとしてい
る。

教科書 現代高等保健体育(大修館書店)
副教材
問題集

教科 保健体育 科目 保健 単位数 1学　年 2 学　科
普通科

人文社会科学科
科学探究科

1

2

3

4
5
6
7

9
10
11
12

1
2
3



・演奏・作品・ノート・ワークシート・発表・確認テスト・活動状況　等 

・演奏・作品・ノート・ワークシート・発表・確認テスト・活動状況　等 

・演奏・作品・ノート・ワークシート・発表・確認テスト・活動状況　等

学
期

月

1 4 ・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する。

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付ける。

・自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫する。

・イタリア、ドイツ、日本音名について理解する。

・音符や休符の長さを理解する。

・リズムや拍子を感じとる。

5 ・各国の言葉の発音の特徴や、リズムや旋律との関わりを理解する。

・歌詞の内容にふさわしい表現を創意工夫して歌う。

・日本の民謡や民族芸能の分類を知り、民謡で用いられる音階やリズム様式を理解する。

6 ・音楽だけでなく、用いられる楽器･衣装・踊りなどの特徴を理解する。

・諸民族の音楽にふれ、地域の特色を理解する。

・ミュージカルやオペラ等の楽曲内容や登場人物の心情を理解する。

7 ・楽曲にふさわしい表現を創意工夫して歌う。

・歌詞の内容にふさわしい表現を創意工夫して歌う。

・表現の多様性を知り、お互いの個性の違いを尊重し、認め合う心情を養う。

8 ・音楽の楽しさや美しさを感じ取る心を育む。

2 9 ・幹音や派生音の音程について理解する。

・三和音や四和音の構成を理解し、聴き分ける。

・ギターやヴァイオリン、ハンドベルの基本的な奏法を身に付ける。

・他者との調和を意識しながら、楽曲にふさわしい表現を創意工夫して演奏する。

・楽曲にふさわしい表現を創意工夫して演奏する。

・表現の多様性を知り、お互いの個性の違いを尊重し、認め合う心情を養う。

10 ・楽器や身の回りの物などの音素材の特徴を生かし、表現したいイメージに合わせて音楽をつくる。

・創作作品を自己のイメージをもって発表する。

・表現の多様性を知り、お互いの個性の違いを尊重し、認め合う心情を養う。

11 ・曲想と歌詞の内容や声部の役割を理解し、表現を創意工夫して合唱する。

・豊かなハーモニーと響きを味わいながら合唱する。

・楽曲にふさわしい表現を創意工夫して合唱する。

・表現の多様性を知り、お互いの個性の違いを尊重し、認め合う心情を養う。

・様々な楽器の特徴を理解する。

12 ・音楽の特徴と文化的･歴史的背景との関わりを理解する。

3 1 ・音楽表現に必要な技能を身につける。

・箏の音色や奏法の特徴を生かして、音楽表現を工夫する。

2 ・雅楽、能、歌舞伎など、日本の伝統音楽に触れ、それぞれの構成や特徴を理解する。

・曲目や演奏形態を考え、楽曲にふさわしい表現を創意工夫して発表する。

3 ・書道や美術選択者の発表を鑑賞して、芸術への造詣を深める。

発表会・鑑賞会

オーケストラ楽曲に親しむ

日本の伝統音楽に親しもう

｢芸術科合同発表会｣

箏に親しもう

劇音楽の世界

発表会

合唱の楽しみ

発表会

音符と休符｣

芸術歌曲の楽しみ

夏期課題　　鑑賞

楽典課題②

楽しみ

楽典課題①

｢音名と譜表・

単元名・学習内容

日本の民謡や民族音楽の特徴を知ろう

世界の民族音楽を知ろう

学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

(1)曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を
身に付けるようにする。
(2)自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。
(3)主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽に よって生活や社会
を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

評価の観点と
評価方法

知識・技能

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

2

教科書 高校生の音楽１ 　教育芸術社
副教材
問題集

Music Note 啓隆社   プリント  ワークシート

1 学　科
普  　通　  科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

教科 芸  術学　年 音楽Ⅰ 単位数科目

豊かな響きで歌おう

器楽アンサンブルの

発表会

創作の楽しみ

発表会

｢音程｣｢和音｣｢コードネーム｣



学
期

月

1

5

6

7

8

2 9

10

11

12

3 1

2

3

4

・モチーフを新たな視点で見つめ、自分の思いを基に構想し、創造的な油彩画制作を行っている。
・油彩画制作の制作工程や油絵の具の特徴を理解し、混色や重色、筆遣いを工夫して表そうとしてい
  る。
・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見
  方や感じ方を深めている。
・創造的な油彩画制作と、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
  る。

・自然と美術との関わり、生活や社会を心豊かにする美術の働き、美術の歴史や表現の特質について
  考え、理解を深めている。
・美術作品のよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫、美術文化について
  考え、見方や感じ方を深めている。
・美術や美術文化と豊かに関わり、鑑賞の創作活動に、主体的に取り組もうとしている。

・自分なりの美術に対する考えや作品に対する思いを発表している。
・創造的な表現の工夫、作者の心情や意図を感じ取るなど、見方や感じ方を深める鑑賞の創作活動
  に、主体的に取り組もうとしている。

・生活の中で使用している物の使いやすさや美しさについて調べ、デザインが社会に与える影響や社
  会を豊かにするデザインについて考察している。
・使用目的や機能、使いやすさや形体の美しさなど、プロダクトデザインにおける要点を押さえなが
  ら、自分の発想をアイデアスケッチで表している。
・デザインのアイデアを、粘土で形作り、アクリルガッシュで色彩表現をしている。
・機能や用途、洗練された美しさなどを感じ取り、表現の意図と工夫などについて考え、見方や感じ
  方を深める創作活動に、主体的に取り組もうとしている。

・色彩のしくみ、シンメトリーなどの配置の法則や構図、造形の秩序の美しさ、またポスターやマー
  ク作品から視覚伝達デザインの役割や意義について理解を深めている。
・書体や配置など文字の工夫や伝達効果について考えている。
・言葉を色と形に置き換えるワークシートに取り組み、美しく色と形を構成している。
・自己分析をして「自分らしさ」を色や形、イラストや文字による伝達効果を考え、構想を練ってい
  る。
・伝達デザイン作品のよさや美しさを感じ取り、見方や感じ方を深める表現と鑑賞の創作活動に、主
  体的に取り組もうとしている。

表現・鑑賞
映像メディア表現
「写真で表す」

・風景のよさや美しさ、その魅力を発見し、感じ取ったことや考えたことなどから主題を生成して色
  彩などの効果を考え、構図を練っている。
・構図や色彩などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などを基に、絵の具の特徴を生かしながら主
  題を追求し、創造的に表している。
・風景から感じ取ったよさや美しさ、感じ取ったことや考えたことなどを基にした創作活動に主体的
  に取り組もうとしている。

鑑賞　オリエンテーション
「美術とは何か」

表現・鑑賞
絵画・彫塑

「デッサンの基礎」
「身近なものを描く」

鑑賞
「芸術科合同発表会」

・被写体の印象を基に構図を考え、写す角度や配置、拡大や縮小、光や影を意識しながら全体のイ
  メージを捉え、カメラの特徴を生かして表している。
・写真表現の特徴や表現効果などを感じ取っている。
・写真表現の特徴を生かして表す表現活動に、主体的に取り組もうとしている。

表現・鑑賞
デザイン

「文字のデザイン」
「オリジナルマーク
 缶バッジ制作」

表現・鑑賞
絵画

「私の見付けた風景」

表現・鑑賞
デザイン

「暮らしの中の
『使う』デザイン」
「立体デザイン」

鑑賞
絵画・彫刻・デザイン

映像メディア表現
「作品鑑賞レポート」

　
表現

映像メディア表現
「写真表現 富山の情景」

鑑賞
絵画・彫刻

映像メディア表現
作品鑑賞

表現・鑑賞
絵画

「私の大切なもの」

・美術館などで、様々な美術作品を鑑賞することにより、作品のよさや美しさ、作者の心情や表現方
  法の工夫を感じ取り、見方や感じ方を深め、図や文章で表している。

・日常生活の中で感じる美しい景色に着目し、構図や全体のイメージを捉え、心に残る情景を思いが
  伝わるように写真で表している。
・写真表現の特性を生かして表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

美術の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を育成することを目指す。
・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。【知識・
  技能】
・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美
  術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。【思考・判断・表現】
・主体的に美術の幅広い創作活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創
  造していく態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 作品、ワークシート、美術鑑賞レポート、授業中の活動状況等

思考・判断・表現 作品、ワークシート、アイデアスケッチ、美術鑑賞レポート、授業中の活動状況等

主体的に学習に取り組む態度 作品、ワークシート、美術鑑賞レポート、振り返りシート、授業中の活動状況等

右記の評価を総括して
科目の評価とする。

教科書 高校生の美術１　（日本文教出版） 使用教材 油彩道具、キャンバス、画用紙、タブレット、粘土、ワークシート、配色カードなど

芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2

・形態や明暗、空間、質感などの造形的な特徴を捉えようとし、また意図に応じて線の強弱など表現
  方法の工夫をして描き表している。
・身近なものの特徴や美しさを基に、形態や明暗、質感などの効果を考えて、構想を練っている。
・身近なものの特徴や美しさなどを捉えて表す創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

・造形の要素や働きを理解し、絵画における造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式
  などを自分なりに捉えている。
・絵画の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の意図と創造的な表現の工夫について考え、見方や
  感じ方を深めている。
・絵画鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

学　年 1 学　科
普  　通　  科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

教科



学
期

月

4

○楷書 ・用具・用材の特徴と表現効果の関わり、書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。

1

5

6

7

8

9

○草書

10

2

◎仮名の書

仮名の基本用筆、連綿、平仮名

蓬莱切

11 高野切古今和歌集

臨書から創作へ ・仮名の書の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

◎漢字仮名交じりの書

12

1

3 2 ◎生活の中の書 ・生活や社会における書の効用について考え、書のよさや美しさを味わっている。

3 ・相互鑑賞をふまえ、制作意図や表現の工夫を明確にし、発表することができる。

・音楽や美術選択者の発表を鑑賞し、芸術への造詣を深めようとしている。

・漢字の書、仮名の書の書体や古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成、意図に基づいた表現
について構想し工夫している。

・目的や用途に即した効果的な表現の技能、漢字と仮名の調和した線質による表現を身に付けている。

・書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習活動に主体
的に取り組もうとしている。

・漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表現形式、意図に基づい
た表現について構想し工夫している。

・自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書・仮名の書・漢字仮名交じりの書の特質に基づく表現をする
幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

・仮名の書の基本的な用筆・運筆の技能、連綿と単体、線質や字形を生かした表現を身に付けている。

・仮名の書の古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工夫している。

・創造された作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。

・漢字仮名交じりの書のよさや美しさを感受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

◎作品制作

孔子廟堂碑、九成宮醴泉銘

雁塔聖教序、顔氏家廟碑

牛橛造像記、鄭羲下碑

曹全碑

・漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、漢字の書の古典の線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。
・漢字の書の書体や古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成、意図に基づいた表現について構
想し工夫する。

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、線質や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。

単元名・学習内容

◎漢字の書

○篆刻

さまざまな楷書古典

◎書へのいざない、鑑賞へのいざない

○隷書

○篆書 泰山刻石

○行書

○漢字作品制作

集王聖教序、争坐位文稿

神龍半印本 蘭亭序、風信帖

智永真草千字文

・曹全碑や泰山刻石のよさや美しさを感受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の
学習活動に主体的に取り組もうとしている。

・篆刻の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。
・篆刻の基本的な用刀・運刀の技能を身に付けている。

さまざまな楷書古典

◎発表会・鑑賞会「芸術科合同発表会」

・智永真草千字文のよさや美しさを感受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。

　　臨書から創作へ

主体的に学習に取り組む態度 　作品、ワークシート、授業中の活動状況　等

・行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、漢字の書の古典の線質、字形や構成を生かした表現を
身に付けている。
・行書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字の書体の変遷、仮名の成立等、書の伝統的な鑑賞の方法
や形態について理解している。
・古典や創造された作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。

・楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、楷書の古典の線質、字形を生かした表現を身に付けて
いる。
・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化につ
いて理解している。
・創造された作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。

学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。
（１）書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的な技能を
身に付けるようにする。【知識・技能】
（２）書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりすることができ
るようにする。【思考・判断・表現】
（３）主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　作品、ワークシート、授業中の活動状況　等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　作品、ワークシート、授業中の活動状況　等

2

教科書 書Ⅰ（教育図書）
副教材
問題集

1 学　科
普  　通　  科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数学　年



学
期

月

1 4

5

5

6 Lesson 4

6 Further Reading 1

7

2 8 Lesson 6

9 Lesson 7

10

11

11

12 Further Reading 2

3 1 読解演習

2 読解演習

3 読解演習

Lesson 1

〈聞くこと〉・博物館を訪れた生徒に先生がしている諸注意を聞き取る。
〈読むこと〉・Twice Bombed, Twice Survivedを読み，登場人物の心情を理解する。・過去完了形，知覚動
詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・二重被爆についての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉・山口さんの願いを継ぐために自分たちがすべきことについてディスカッションを
する。
〈書くこと〉・平和について自分の意見を書く。

主体的に学習に取り組む態度 　定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考
えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。
(1) 聞くこと…日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概
要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
(2) 読むこと…日常的・社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握
したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができるようにする。
(3) 話すこと[やり取り]…日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基
に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。
(4) 話すこと[発表]…日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるようにする。
(5) 書くこと…日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり，読んだりしたことを基に，基本
的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝える文章を書くことができるようにする。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　定期考査、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　定期考査、レポート、ワークシート、ノート、プレゼンテーション等

外国語 科目
英語コミュニケーションⅠ

総合英語Ⅰ
単位数 2

教科書 Revised ELEMENT  English Communucation Ⅰ
副教材
問題集

Revised ELEMENT　Communication EnglishⅠ Workbook
速読英単語　必修編

学　年 1 学　科
普　　通　　科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

教科

〈読むこと〉・The Turtle and the Rabbitの物語を読み，情報を事実と意見に整理する。
〈読むこと〉・アミューズメントパークのパンフレットを読み，必要な情報を読み取る。
〈話すこと[やり取り]〉・どの順番でアトラクションやアクティビティ，昼食を回るかについて話し合う。
〈書くこと〉・これまで行ったことのあるアミューズメントパークについての感想を書く。

Lesson 5 〈聞くこと〉・身近な環境問題について話している会話を聞き取る。
〈読むこと〉・Fashion Wasteのプレゼンテーションを読み，概要を理解する。
　　　　　　・関係代名詞の非制限用法, as ～ asを使った同格比較を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・SDGｓについてのプレゼンテーションを読み，その内容についてリテリングを行う。
　　　　　　　　　・イラストを見て，状況を説明する。
〈話すこと[やり取り]〉・示された状況に沿って感謝の気持ちを伝えるとともに行事に招待する。
〈書くこと〉・SDGｓについての作文を書く。

〈聞くこと〉・身近な人物との物語を聞き取る。
〈読むこと〉・Bopsy - A boy and his wish -を読み，概要を理解する。・関係代名詞の非限定用法，分詞
構文を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・ある少年と消防士についての話を読み，その内容についてリテリングを行う。・少年
になりきり、消防士への感謝の言葉を発表する。
〈話すこと[やり取り]〉・消防士に対し、どんな言葉を伝えたいか意見交換する。
〈書くこと〉・消防士への感謝の手紙を書く。

〈聞くこと〉・人権を守る試みについての会話を聞き取る。
〈読むこと〉・Playing the Enemyを読み，登場人物の心情をおさえ，概要を理解する。・仮定法過去／仮定法過去完
了，過去完了進行形を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・ネルソン・マンデラとラグビーについての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。・あ
る人物の経歴についてまとめ，発表する。
〈書くこと〉・Playing the Enemy で人権に関する状況がどのように変わったかを時系列に沿って書く。

〈聞くこと〉言葉についての発表を聞き取る。
〈読むこと〉・A "Creamy" Nameを読み，概要を理解する。・関係副詞，seem tto 不定詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・様々な言語のオノマトペについての英文を読み，その内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉・オノマトペの他の例について話し合う。
〈書くこと〉・日本の昔話を英語のオノマトペを使いながら説明する。

〈聞くこと〉・強弱のリズム・イントネーションを聞き取る。・海外の高校生に日本の文化を紹介する計画
についての会話を聞き取る。
〈読むこと〉・A Message from Taylor Swiftを読み，概要を理解する。・英語の5文型，受動態，to不定詞
を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・テイラースウィフトのスピーチを読み，その内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉・自分のことについてクラスメートと情報を伝え合う。
〈書くこと〉・クラスメートに向けて，自己紹介のメールを書く。

Lesson 2 〈聞くこと〉・つながりやすい音・変化しやすい音を聞き取る。・ペットを友人に預ける際の注意点を聞き
取る。
〈読むこと〉・Christian the Lionを読み，概要を理解する。・現在完了形／現在完了進行形，分詞の限定
用法を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・ペットとして飼われたライオンの物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉・ペットを飼いたい子どもと反対する親という設定でロールプレイを行う。
〈書くこと〉・Christian the Lionのストーリー・レポートを書く。

〈聞くこと〉・消える音・弱くなる音，短縮形を聞き取る。
・使い捨てのビニール袋とエコバッグのメリット・デメリットを聞き取る。
〈読むこと〉・Bye Bye Plasticsを読み，概要を理解する。・関係代名詞，使役動詞を用いた文の構造を理
解する。
〈話すこと[発表]〉・バリ島のプラスチック問題についての英文を読み，その内容についてリテリングを行
う。
〈話すこと[やり取り]〉・身近な環境問題とその解決策について話し合う。
〈書くこと〉・アメリカからの交換留学生に，ボランティアに参加するように誘うメールを書く。

Lesson 3

Lesson 8 〈聞くこと〉・文化遺産についての会話を聞き取る。
〈読むこと〉・Saving Khmer Silkを読み，登場人物の心情をおさえ，概要を理解する。・分詞構文、動詞
の意味上の主語を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉・カンボジアの織物についての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。・あ
る人物の経歴についてまとめ，発表する。
〈書くこと〉・ Khmer Silkを伝えるための説明文を書く。

必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えられているか

必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えられているか

必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えられているか

Lesson 9 〈聞くこと〉・科学イベントのスケジュールと講演の内容を聞き取る。
〈読むこと〉・Serendipityを読み，概要を理解する。・形式主語のit，be動詞の補語になるthat節を用いた文の構造を
理解する。
〈話すこと[発表]〉・偶然の発見による発明についての英文を読み，その内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉・歴史上最も偉大な発明は何かについて話し合う。
〈書くこと〉・電子書籍より紙の書籍を好む理由を対比しながら書く。

〈読むこと〉クリスマスにまつわる物語を読み，概要を理解する。

Lesson 10



学
期

月

1 4

5

6

７・８ ・授業で学んだことを活かし，生活の課題を解決し、発表を通し外部発信することができる。

2 9

10

11

12

3 1

2

・衣生活と衣服に関心をもち，衣生活をより豊かで充実したものにするために，知識や技能を習得している。

・衣服の機能について理解し，TPOに応じた適切な衣服の選択ができる。

・衣服の性質を理解した上で適切な衣服の管理方法を身につけている。

・用途や着用目的に合った被服材料の選択ができる。

・衣服を着る意味，服装についての自己決定力の意味を理解し，個性豊かで健康的な衣生活を送るために必要な，衣服
の材料・管理方法などについての基礎的・基本的な知識を身につけている。

　４．衣服の管理

　５．安心して衣服を着るために

　６．これからの衣服

　３．衣服の材料と成り立ち

・自らの消費行動での問題点や家計管理のポイントを，社会や環境との関わりも含め，みつけることができる。

・家計の管理，家庭経済と国民経済の関わりについて基礎的・基本的な知識を身につけている。

・問題解決のために，情報の選択・発信や購入の選択など，主体的に判断し意思決定する力を身につけている。

・契約の原理と消費者信用の内容を理解しており，支払い方法の適切な判断ができる。

・消費生活の問題と課題を見出し，その解決をめざして考えを深めている。

　４．購入方法の多様化

　５．消費者問題と消費者保護

　８．保育実習

８章　消費　-消費社会を生きる-

　１．お金の管理とライフデザイン

　２．暮らしと経済のかかわり

　３．意思決定と契約

　１．住まいの選択

　２．ライフスタイルとすまい

　３．住まい・住環境の安心・安全

　６．子どもの権利と福祉

　７．子どもとともに育つ

６章　衣生活　-選んで着る-

　１．衣生活を見直す

　２．衣服の機能と着装

・子どもや子育てに関心をもち，子どもが健やかに成長するためにどうしたらいいかを，意欲的に考えている。

・子どもの身体的・精神的発達について理解している。

・子どもの生活に関わる基礎的な知識やその援助の方法などを理解している。

・子どもと関わる実習などを行い，子どもについて気づいたことなどをまとめる。

　３．子どもの生活

　４．子どもと遊び

　５．子どもの育つ環境と社会 ・子育てに関する制度などを理解し，子どもを取り巻く環境の変化と関連させて考えることができる。

・子どもの権利条約の内容を理解し，子どもの意見尊重，子どもの最善の利益の重要性を理解している。

・社会全体で次世代育成に取り組むことへの重要性を理解している。

・大量消費社会の諸課題について理解し，持続可能な社会の実現をめざして考えを深めている。

・自らの消費行動と社会との関係や消費者情報に関心をもち，主体的で責任ある消費行動ができる。

２章　こども　-子どもと生きる-

　１．子どもと出会う

　２．子どもの心と体の発達

・住まいに関心をもち，住まいの調査から，間取りや立地などを読み取ることができる。

・間取りを理解したうえで，周辺環境なども含め、適切な住まいについて考える力を身につけている。

８章　環境　-消費社会を生きる-

　１．持続可能な社会を目指して

　２．消費者市民社会

ホームプロジェクト

７章　住生活　-人間らしくすむ-

　４．食品の選択

　５．食品の取り扱い

　６．食品の安全性

　７．豊かな食生活の背景には

　８．食事をつくる

　１．これからをどう生きるか

　２．青年期の自立

５章　食生活　-楽しく安全に食べる-

　１．食べることを通して

　２．栄養と食品

・自らのこれまでの生き方を探ったうえで，主体的な生活設計の検討ができる。

・青年期の意味と自立への課題について理解し，今後の人生選択に関係する基礎的・基本的な知識を身につけている。

学　年 2 学　科
普通科

人文社会科学科
理数科学科

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 2

教科書 新Ａｇｅｎｄａ家庭基礎
副教材
問題集

２０２６　最新　生活ハンドブック

到達目標

・人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，生活を主体的に営むために必要な家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて理解しているとともに，
　それらにかかわる技能を身につける【知識・技能】
・生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解
　決する力を高める【思考・判断・表現】
・さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組み，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を創
　造し，実践できる態度を養う【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 　定期考査、授業中の活動状況等

右記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 　定期考査、レポート、ワークシート、ノート、プレゼンテーション等

主体的に学習に取り組む態度 　定期考査、授業中の活動状況、振り返りシート等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

１章　自分・家族・多様化した社会を生きる

　３．栄養素の働きと食品の栄養

・健康で安全な住まい・住まい方をするために必要な基礎的・基本的な知識を身につけている。

・食生活や食物・食品に関心をもち，そのための知識や技術の習得，改善に意欲的に取り組もうとしている。

・バランスのよい食生活の重要性を理解し，食事摂取基準や食品群別摂取量のめやすについて理解している。

・栄養素の種類とその特徴に関する知識を習得し，またそれらを多く含む食品の特徴を理解している。

・食品の表示に関する基本的な知識を身につけている。

・食品の保存，食中毒，食品添加物等の基本的な知識を身につけている。

・安全性，環境などの多様な視点を持ち，現代の食生活の問題点および課題を見出し，思考を深めている。

・栄養，環境，食品の選択，経済性などの視点から，現状把握と解決の方向性をみいだすことができる。

・調理実習において，調理のための基礎的な技術を習得し，調理することができる。



学
期

月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

到達目標

１
学
期

学　科
人文社会科学科

理数科学科
教科

【第２章】後半
　コミュニケーションと情報デザイン

【第３章】
　コンピュータの仕組み

【第２章】前半
　コミュニケーションと情報デザイン

【第４章】
　プログラミングとシミュレーション

・進数を中心とした情報に関わる計算を理解させる。

・コンピュータ内で情報がどのように処理されるかを学ぶ。
・コンピュータの仕組みやディジタル化の仕組み、情報の表現方法を理解させる。

・情報発信の目的や受け手の状況、多様な形態の情報や多様な観点からの情報を収集することを理解させ
る。
・コミュニケーションとメディア、情報デザインと表現の工夫について学ぶ。
・プレゼンテーションを使った発表の仕方について理解させる。

・ワード、エクセルの機能説明を行い、今後に必要な使い方を理解させる。

情報 科目

副教材
問題集

単位数 1学　年 1 情報Ⅰ

3
学
期

【第５章】
　ネットワークと情報システム

【第６章】
　データの活用

・ネットワークについての知識や情報の構造、システムについて理解させる。

・データの活用について学ぶ

知識・技能 定期考査、授業中の活動状況、小テスト等

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 定期考査、授業中の活動状況、小テスト、課題等

【第４章】
　プログラミングとシミュレーション

【第１章】
　情報社会と問題解決

・基本的なアルゴリズム、プログラムについて理解させる。

・情報と情報社会、問題解決の考え方について学ぶ。
・メディアリテラシーについて理解させる。
・情報モラルについて考え、理解させる。
・法規による安全対策、知的財産権のについて学ぶ。

評価の観点と
評価方法

2
学
期

主体的に学習に取り組む態度 定期考査、授業中の活動状況、課題等

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

教科書 『 高校情報Ⅰ』実教出版

・【知識・理解】情報及び情報技術についての正しい理解を目指す。
・【思考・判断・表現】問題解決に関して、情報収集及び処理におけるコンピュータの活用法を学び、養う。
・【主体的に学習に取り組む態度】日進月歩の情報技術に関して学びつづけることの大切さを養う。



学
期

月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3
学
期

【第５章】
　ネットワークと情報システム

【第６章】
　データの活用

・ネットワークについての知識や情報の構造、システムについて理解させる。

・データの活用について学ぶ

【第２章】後半
　コミュニケーションと情報デザイン

【第３章】
　コンピュータの仕組み

【第２章】前半
　コミュニケーションと情報デザイン

【第４章】
　プログラミングとシミュレーション

・進数を中心とした情報に関わる計算を理解させる。

・コンピュータ内で情報がどのように処理されるかを学ぶ。
・コンピュータの仕組みやディジタル化の仕組み、情報の表現方法を理解させる。

・情報発信の目的や受け手の状況、多様な形態の情報や多様な観点からの情報を収集することを理解させ
る。
・コミュニケーションとメディア、情報デザインと表現の工夫について学ぶ。
・プレゼンテーションを使った発表の仕方について理解させる。

・ワード、エクセルの機能説明を行い、今後に必要な使い方を理解させる。

2
学
期

【第４章】
　プログラミングとシミュレーション

【第１章】
　情報社会と問題解決

・基本的なアルゴリズム、プログラムについて理解させる。

・情報と情報社会、問題解決の考え方について学ぶ。
・メディアリテラシーについて理解させる。
・情報モラルについて考え、理解させる。
・法規による安全対策、知的財産権のについて学ぶ。

学　科 普通科 教科

『 高校情報Ⅰ』実教出版

単元名・学習内容 備考学習到達目標（評価規準）

主体的に学習に取り組む態度

教科書
副教材
問題集

大学入学共通テスト対策　情報Ⅰ徹底演習

評価の観点と
評価方法

到達目標

１
学
期

2 情報Ⅰ

定期考査、授業中の活動状況、小テスト、課題等

定期考査、授業中の活動状況、課題等

情報 科目

定期考査、授業中の活動状況、小テスト等

・【知識・理解】情報及び情報技術についての正しい理解を目指す。
・【思考・判断・表現】問題解決に関して、情報収集及び処理におけるコンピュータの活用法を学び、養う。
・【主体的に学習に取り組む態度】日進月歩の情報技術に関して学びつづけることの大切さを養う。

知識・技能

思考・判断・表現
左記の評価を総括して
科目の評価とする。

単位数 1学　年



学
期

月

1 4 学習ガイダンス

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ①

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ②

5

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ③

探究プロジェクト②

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ④

6

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ⑤

探究プロジェクト①

7

探究プロジェクト②

2 探究プロジェクト③

8 探究プロジェクト④

9 探究プロジェクト⑤

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ①

探究プロジェクト⑥

10 進路講演会

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ②

探究プロジェクト⑦

11 ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ➂

探究プロジェクト⑧

12 探究プロジェクト⑨

探究プロジェクト⑩

3

1

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ④

2 ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ⑤

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ⑥

学　年 1 学　科 普通科 教科 探究 科目 SS探究Ⅰ 単位数 1

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 ワークシート、発表等

主体的に学習に取り組む態度 ワークシート、発表、振り返りシート

教科書 学校独自に設定
副教材
問題集

学校独自に設定

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標
・課題探究のために、設定した課題について、関連書籍やインターネットなどの様々な情報メディアを活用して資料収集する。【知識・技能】
・論理的な思考をもとに、課題に対する解決法を探り、探究の成果をレポートにまとめ、効果的に発表する。【思考・判断・表現】
・現代社会の課題に対する理解を図り、地球的視野に立ったよりよい未来を模索する中で、自らの将来像を描く。【主体的に学習に取り組む態度】

評価の観点と
評価方法

知識・技能 ワークシート

学習ガイダンス・新入生オリエンテーション
・高校生活の始めにあたり、自らの学習や生活について指針を得る。
・本校生にふさわしい学習生活を構築できる。

進路講演会
・様々な分野で活躍する諸先輩の話を聞き、自分の将来について展望を抱くことができる。

インテリジェンスリーディングⅠ
・文章や図表の的確な読解ができる。
・読解内容を端的に表現できる。
・周囲と協働して自らの考えを深めることができる。

インテリジェンスリーディングⅡ
・図表や文章の的確な読解ができる。
・テキストの内容から課題を発見し、仮説および論理的に思考した内容を発表し、討論すること
ができる。

探究プロジェクト
・適切な課題を設定できる。
・情報を収集し、的確に整理や分析ができる。
・調査内容を論理的に説明できる。
・お互いの発表を聞いて、建設的な批評を行うことができる。



学
期

月

1 ・

・

・ 英文を読み、それに基づきディベートを行う。

・

・

・

・

研究活動

・

英文読解

・

英語ディベート(2)

・

ＤＳ探究 ・

・

2 ・

・

英文読解 ・ 収集したデータや文献資料を分析・整理して、研究の方向性を考える。

・

中間報告会 ・ 科学的な英文から必要な情報を読みとる。

英語ディベート(3)
・

研究活動

・

・ スライドを用いて、研究成果を効果的に発表する。

3

・ スライドを用いて、研究成果を効果的に発表する。

情報

情報

探究

質疑応答により、内容を深化させる。※該当科目の教員による指導・助言

研究倫理の重要性を認識する。

長所を生かす力を身につける。

自分の意見をわかりやすく伝える。

相手の意見をメモを取りながら聞く。

教科書

最終報告会

2 情報社会の問題解決

学　年

班ごとに研究を深化させる研究活動・発表会
発表や質疑応答を通じて得た助言、新たな知見をもとに、研究・分析
を進める。

インターネットでの情報収集の仕方やデータのまとめ方や分析方法を体験する。

3

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準）

コミュニケーションと情報デザイン

1
課題研究のテーマについて班ごとに
まとめさせる（発表）

10

・課題研究のテーマについて班ごと
にまとめさせる（発表）
・素早く意見をまとめながら、説得
力のあるディベートを行う。 自分の意見を効果的に伝える。

発表や質疑応答を通じて得た助言、新たな知見をもとに、研究・分析
を進める。

11 班ごとに研究を深化させる ・ 研究・データサイエンスの手法を用いながら分析を進める。

12

・データの扱い方を学ぶ。

9

研究活動

・班ごとに研究に取り組ませる

・批判的に科学的な英文を読む。

ホーム研究テーマについて、班ごとにリサーチクエスチョンと仮説を
設定する。

仮説、検証、考察のサイクルを回しながら、研究を進める。

普通科

6

・富山を生すプランを作る

・素早く意見をまとめながら、ディ
ベートを行う。

・研究に必要な技能・倫理観を身に
付けさせる

7

仮説設定報告会（各ホーム・学年） ・各ホームで班ごとに発表させる
（スライド発表）

2科目

理数探究基礎
副教材
問題集

独自に設定

SS探究Ⅱ
(総合的な探究の時間・情報

Ⅰ)
単位数学　科2 教科

備考

到達目標
・課題を多面的にとらえ、科学的手法で解決策を見出すことにより、探究力と論理的思考力を向上させる。
・批判的思考力と実践的英語力を強化することにより、自己発信力を伸張させ、交渉力を養う。

評価の観点と
評価方法

知識・技能

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

 課題研究を通して、「探究力」と新しい時代を切り開くために必要
な「マインド」を向上させるを目的に、横断的・協働的に研究に取り
組むことを目指す。

・課題研究のねらいの周知徹底を図
る

・学校を使ってビジネスを作る

・ディベートの手法を学ぶ

長所を見つける力を身につける。

授業中の取り組みの様子、提出するレポートの内容、研究発表におけるプレゼンテーションの内容、ディベートの内
容を総合的に評価する。

英文読解

5

・富山を生すプランを作る

・情報収集したテーマについて、英
語でディベートを行う

4

オリエンテーション

研究に必要な技能を身に付ける

英語ディベート(1)

・

メディアとコミュニケーション手段及び情報デザインに着目し，目的や状況に応
じて受け手に分かりやすく情報を伝える方法を理解する。

・

・
情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の方法に着目し，情報社会の問題を
発見・解決できるようにする。

富山の長所を生かして、社会の変化を生み出すプランを提案する。

意見を聞いた上で素早く考えをまとめ、発信する

研究を進め、まとめる。※該当科目の教員による指導・助言

パワーポイントの使い方を習得し、わかりやすく伝える技能を習得す
る。



学
期

月

2
学
期

【第５章】
　問題解決

【第６章】
　プログラミング

・情報発信の目的や受け手の状況を踏まえて、多様な形態の情報や多様な観点からの情報を収集すること
を理解させる。

・得られたデータを分析・考察し、そのデータがどのようなものかを説明する方法を学ぶ。

・生活の中での問題解決の手順と手法について学ぶ。

・基本的なアルゴリズム、フローチャート、プログラムについて理解させる。

・コンピュータで情報が処理される仕組みを理解し、表現する。

【第１章】
　情報社会

【第２章】
　情報デザイン

【第３章】
　デジタル

【第４章】
　ネットワーク

課題研究発表

・情報と情報社会、問題解決の考え方、法規による安全対策、知的財産権のについて学ぶ。

・情報機器の扱いに慣れさせるとともに情報社会の中の情報技術や情報モラル、著作権について考え、理
解させる。

・デザインの工夫について理解させる。

・データを的確にグラフやチャートなどの視覚的な形式で表現する方法を学ぶ。

・メディアリテラシーについて理解させる。

・コンピュータの仕組みやディジタル化の仕組み、情報の表現方法を理解させる。

・進数を中心とした情報に関わる計算を理解させる。

・ネットワークについての知識や情報の構造、システムについて理解させる。

・情報技術を用いて、課題研究で行った内容を効果的に発表する。

普通科
理数科学科

人文社会科学科
教科 科目

定期考査、授業中の活動状況、小テスト、課題等

副教材
問題集

『 高校情報Ⅰ　JavaScript』実教出版

単元名・学習内容 備考学習到達目標（評価規準）

主体的に学習に取り組む態度

教科書

１
学
期

評価の観点と
評価方法

定期考査、授業中の活動状況、小テスト、課題等

定期考査、授業中の活動状況、小テスト、課題等

探究

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

単位数

到達目標

1

3
学
期

共通テスト対策演習 ・情報の共通テスト対策演習を行う。

　　　『ベストフィット情報Ⅰ』実教出版

・【知識・理解】情報及び情報技術についての正しい理解を目指す。
・【思考・判断・表現】問題解決に関して、情報収集及び処理におけるコンピュータの活用法を学び、養う。
・【主体的に学習に取り組む態度】日進月歩の情報技術に関して学びつづける態度を養う。

知識・技能

思考・判断・表現

学　年 3
ＳＳ探究Ⅱ

ＳＳ発展探究
(総合的な探究の時間)

学　科



学
期

月

〔DS探究〕

コンピュータを使用して、各ホームごとに情報検索、データの分析、シミュレーション等の実習を行う

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

①テーマに関する動画、演示を見て、課題に取り組む
②各自が考察した内容、疑問点などを集約して、検討する
③本時の科学現象について分かったこと、調べていきたいことなどをまとめる

*探究基礎Ⅰ　

到達目標

「探究力」の基礎となる資質・能力を分類し、それぞれの資質・能力を各ユニットで重点的に学ぶことによって、第２学年での課題研究の基礎となる知識と技術を
身につける。
・ 少人数授業（１６人）で国語、地歴公民、数学、理科、英語の授業を行い（各３時間）、各教科の特性を生かして、様々な分野の文章等（グラフ、表、データ
などの資料を含む）を「読み解く力」をつける(探究基礎Ⅰ)。

の力（課題発見力、仮説設定力、計画・実証力、考察力、表現力）を重点的に身につける(探究基礎Ⅱ)。

評価の観点と
評価方法

知識・技能 取り組みの様子、発表の様子、探究ノート

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現 取り組みの様子、発表の様子、探究ノート

主体的に学習に取り組む態度 取り組みの様子、発表の様子、探究ノート

教科書 学校独自の設定
副教材
問題集

高校社会と情報（実教出版）
理数探究基礎

学　科
理数科学科・人文社会科学

科
教科 探究 科目

SS基幹探究
(総合的な探究の時間・情報

Ⅰ)
単位数 2

4

5

6

7

学　年 1

1)データを収集する　2)予想を証明する　3)数学的な言葉で伝える

（理科）科学現象に関する説明文の読解  1)科学　2)化学　3)物理

9

10

（地歴公民）史料読解による歴史上の人物の考察

1)歴史上の人物について調査する。
2)歴史上の人物の人物像を考察しまとめる
3)歴史上の人物の人物像について、まとめて発表する。

・グループ研究
と発表

・発展探究ゼミ
準備

2

〔探究基礎Ⅰ〕

（国語）非連続的資料の読解

1)芥川龍之介「羅生門」
＊本文の主題の把握
2)『今昔物語集』（羅城門の上層に登りて死人を見る盗人のこと）
＊本文の正確な読解
3)『今昔物語集』と「羅生門」の相違点から、芥川の創作意図を探る

（英語）*洋書テキスト/英字新聞、英語のプレゼンテーション番組などを使用

1)「必要な情報の取り出し」を行える読解力・リスニング力を身につける。
2)的確に情報を取り出せる読解力・リスニング力、および取り出した情報を言語化・図式化
できる表現力を身につける。
3)得られた情報を自らの知識や経験に照らして理解・評価できる読解力・リスニング力およ
びそれを簡潔に伝える表現力を身につける。

（数学）自然数のn乗の和の法則を考える

※立山自然観察事前指導

*発展探究ゼミ準備
教科担当者が該当教科の
ゼミに配属される生徒を
指導

*探究基礎Ⅱ

少人数授業（生徒各16
名）で国語、地歴、数
学、理科、英語の５教
科について、各教科２
名の担当者による
ティーム・ティーチン
グ
4h×5ユニット

「探究力」を構成する５つの力（課題発見力、仮説設定力、計画・実証力、考察力、表現
力）を重点的に身につける国語、地歴公民、数学、理科、英語各教科のユニット学習を行う

※県内企業施設研修

・探究基礎Ⅱの授業中の取り組みの様子、「探究ノート」、発表の内容や表現力などを総合
的に評価する
※探究科学科２年生　３校合同課題研究研究発表会参観

3 　国語・地歴公民・数学・理科・英語のグループごとに、探究基礎Ⅰ・Ⅱで養った力を総合して、探究活
動の一連の流れを体験し、次年度の発展探究につなげる

・探究基礎Ⅰ・Ⅱの授業中の取り組みの様子、「探究ノート」、発表の内容や表現力などを総合的に評価
する

・探究基礎Ⅱ
（国語・英語・
数学・理科・地

歴公民）

※探究科学科２年生　発展探究課題研究発表会参観

〔発展探究ゼミ準備〕　

3

11

1

少人数授業（生徒各16
名）で国語、地歴、数
学、理科、英語の５教
科について、各教科２
名の担当者による
ティーム・ティーチン
グ
3h×5ユニット

・探究基礎Ⅰ
（国語・英語・
数学・理科・地

歴公民）

2

12

ホームごとに5教科の担当者
による、ティーム・ティーチ
ングで情報内容を指導

*DS探究

〔探究基礎Ⅱ〕

1

※立山自然観察実習

・探究基礎Ⅰの授業中の取り組みの様子、「探究ノート」、発表の内容や表現力などを総合
的に評価する



学
期

月

1 ・

・ テーマ設定

・

・ 情報収集

・ 参考文献調査

・ ・

（１学期中間考査）

※ 富山大学教員による指導・助言

・

・ テーマについて研究を進める。

（１学期期末考査）

・

・

・

2

・ ・ 研究を深める。

・ ・ 研究を深化させ、まとめる。

・

・

※

・

・ 研究の発表 ・ 三校合同課題研究発表会の準備

※三校合同課題研究発表会

3
・ ・

・
・

※「SS発展探究」課題研究発表会

・ ・
・ ・
・ 科学英語

（学年末考査）

・ 研究集録完成 ・ 研究集録を完成させる。

研究のまとめ

設定したテーマに沿って研
究を深めさせる

課題研究の成果を論文形式
でまとめさせる

研究活動

課題研究の成果をまとめ、
発表させる

設定したテーマに沿って研
究させる

単元名・学習内容 学習到達目標（評価規準） 備考

到達目標

・１年次における「SS基幹探究」や教科学習等を通じて身につけた知識・探究力・問題解決能力をもとに、より発展的なテーマに関して探究活動を進めることにより、探
究的・創造的な学習態度を一層深化させる。
・自ら課題を設定し、主体的に研究をすすめ、問題を解決する力を養う。
・仮説を検証するための文献資料の精読、調査などを自ら計画し、そのやり方を検討し、データを解析する方法を学ばせる。
・レポートの作成力、発表する力および表現力を高め、さらに発表時における質疑応答により研究内容を深化させる。
・高大連携により培われた学究力・知識などを調査研究に生かすよう指導する。
・理科・数学科の教員が担当し、指導する。少人数のゼミの形態をとり、より深く長期的な研究を進め、論文作成と研究発表を行う。高大連携を図り、最先端の学問研究
に触れ、調査研究に役立たせる。
・科学英語について、英語でのキーワードリストを作成し、英語による科学論文の読解力や英語での発表力を培う。

評価の観点と
評価方法

知識・技能

左記の評価を総括して
科目の評価とする。

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

教科書 学校独自に設定
副教材
問題集

学校独自に設定

学　科
理数科学科

人文社会科学科
教科 探究 科目 SS発展探究 単位数 2

6

設定したテーマに沿って研
究させる

4

5

学　年 2

11

これまでの研究をまとめ、ポスター発表の準備をす
る。

課題研究の内容をまとめ、
発表させる

（２学期期末考査）

研究活動

必要に応じてテーマについて研究する。

9
研究活動

7

12

課題研究の内容をまとめ、
発表させる

1

発表会での質疑応答を通じて得た助言や新たな知見
をもとに、さらに研究・分析を進める。

研究内容をまとめる。

１年次の教科学習や「基幹探究」で培った内容をもと
に、より発展的なテーマを設定する。

設定したテーマに対する仮説を立て、データや文献資料
の収集を行う。

研究の最終発
表

10
研究活動

3
課題研究の成果を論文形式
でまとめさせる

※授業中の取り組みの様子、提出する探究ノートの内容、研究集録の論文や研究発表におけるプレゼンテーションの内
容を総合的に評価する。

2

研究成果を精選しまとめる。
研究集録作成 英語のキーワードリストを作成する。

富山大学教員による指導・助言

研究活動のま
とめ（２）

課題研究のテーマを設定さ
せる

量子科学技術研究開発機構を訪れ、実験を伴う研修活動
を行い、最先端の研究に触れる。

設定したテーマに沿って研
究を深めさせる

研究施設での
研修活動

研究活動のま
とめ（１）

設定したテーマについて調
べさせる

大学での研修
活動

分析及び研究
活動

（２学期中間考査）

東京大学工学部の研究室、富山大学薬学部を訪れ、実験
を伴う研修活動を行い、最先端の研究に触れる。

収集したデータや文献資料を分析・整理して、研究
の方向性を考え、研究を開始する。


